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議案第３４号 

 

 

   平成２８年度小金井市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の 

状況の点検及び評価について 

 

 

 平成２８年度小金井市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況につい

て、別紙のとおり点検及び評価をする。 

 

 

     平成２８年８月２３日提出 

 

          小金井市教育委員会 

          教 育 長  山 本 修 司 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （提案理由） 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第１項の規定に基づき、教育委

員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行うため、本

案を提出するものであります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小金井市教育委員会 

 

 

 

平成２８年度 

小金井市教育委員会の権限に属する事務の 

管理及び執行の状況の点検及び評価報告書 

（評価対象：平成２７年度事業） 

 



 

 

は じ め に 

 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条において、教育委員会

自らが、毎年、教育委員会における活動状況の点検及び評価を実施すること

が義務付けられています。 

また、点検及び評価に当たっては、有識者からの意見聴取、報告書の作成、

議会への提出、公表を行うこととされています。 

 小金井市教育委員会は、教育目標及び基本方針の実現に向け、「明日の小

金井教育プラン」と「生涯学習推進計画」に基づいて推進する「教育施策」

に係る主な事業（６２事業）について「点検及び評価シート」を作成し、有

識者からいただいた貴重なご意見を踏まえ、本年度の評価報告書を作成しま

した。 

 

小金井市教育委員会 
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小金井市教育委員会の教育目標 

 

小金井市教育委員会は、子供たちが幅広い知識と教養を身に付

けるとともに、道徳心にあふれ、健康で人間性豊かに成長するこ

とを願い 

 ○ 自他の生命と人格を尊重し、礼儀正しく思いやりのある人 

 ○ 社会のルールを身に付け、社会貢献に努める人 

 ○ 自ら学び考え続ける、個性と創造力豊かな人 

の育成に向けた教育を推進する。 

 また、すべての市民が生涯を通じ、あらゆる場で学び、支え合

い、互いに高め合うことを目指していく。 

 そして、家庭、学校及び地域のそれぞれが役割と責任を果たし

ながら、相互の連携と協力による教育を推進する。 

 

（平成２０年１月２４日 小金井市教育委員会決定） 
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小金井市教育委員会の基本方針 

 

【基本方針１ 「人権尊重の精神」と「社会貢献の精神」の育成】 

 すべての子供たちが、人権尊重の理念を正しく理解するとともに、思

いやりの心や社会生活の基本的ルールを身に付け、社会に貢献しようと

する精神をはぐくむことが求められる。 

 そのために、人権教育及び心の教育を充実するとともに、権利と義務、

自由と責任についての認識を深めさせ、公共心をもち自立した個人を育

てる教育を推進する。 

 

【基本方針２ 「個性」と「創造力」の伸長】 

 国際社会に生き社会の変化に対応できるよう、子供たち一人一人の豊

かな人間性を育成することが求められる。 

 そのために、子供たちの個性と創造力を伸ばす教育を重視するととも

に、国際社会に生きる日本人を育成する教育を推進する。 

 

【基本方針３ 「信頼される学校づくり」と「確かな学力」の確立】 

 子供たちに、基礎的・基本的な知識・技能の確実な習得とともに、思

考力・判断力・表現力等を育成することが求められる。 

 そのために、教員の授業力向上を図るとともに、保護者や地域に信頼

される魅力ある学校づくりを目指した学校経営を支援する。 

 

【基本方針４ 「生涯学習」と「文化・スポーツ」の振興】 

 市民一人一人が生涯にわたって学び、その成果を社会に還元できるよ

うにするとともに、次代を担う子供たちの健やかな成長を社会全体で支

えることが求められる。 

 そのために、学校・家庭・地域の教育力を高め、その連携が進むよう

支援するとともに、市民が生涯を通じて、自ら学び、文化・スポーツに

親しみ、社会参加できる機会の充実を図る。 

 

 

（平成２４年２月１４日 小金井市教育委員会決定） 
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平成２７年度教育施策 

 

 小金井市教育委員会は、「教育目標」及び「基本方針」を実現するための

「明日の小金井教育プラン」・「第２次生涯学習推進計画」に基づき、総合的

に教育施策を推進する。 

 

１ 小金井らしさの醸成 

⑴ 特色ある教育 

① 校長のリーダーシップのもとに、学校の自主性と自律性を確立し、

家庭、学校、地域が連携・協力した特色ある教育活動を推進すること

で各校の教育力の向上を図る。 

② 豊かな感性を磨き、健全な心を育むために、連合音楽会や連合作品

展などを開催し、情操教育を推進する。 

③ 学校等における安全管理を徹底し、災害や事故による被害を最小限

にするため、日常的に災害発生時の避難経路や緊急時の対応の確認な

どの安全点検を実施する。また、小中学校防災の日を含めた防災教育

の充実を図り、児童・生徒、教職員等の防災意識を高め、緊急時にお

ける安全への対応力を向上させる。 

④ 毎月の安全指導日やセーフティ教室の取組を充実させ、特に児童・

生徒の危機回避能力を高め、犯罪被害の未然防止を図る教育を充実さ

せる。 

⑤ 保護者や地域住民との一層の連携を図り、登下校時の見守りや、ス

クールガードの取組を推進し、通学路や学区域内での児童・生徒の安

全確保に努める。 

⑥ 就学前から学校教育へ円滑な接続を行うために、幼稚園や保育所と

小学校が相互にそれぞれの特性等について正しく理解し合い、連携を

強化していく。 

⑦ 教職員に自己の職責の重大さを自覚させ、職責遂行のため服務の厳

正を図る。 

⑵ 人権教育 

① 教育活動全体を通じ、人権尊重の理念の定着を図るために人権教育

を一層推進し、偏見と差別のない好ましい人間関係を確立する。 

② 子供、女性、高齢者、障害者、同和問題、外国人、その他の人権問

題などの様々な人権課題にかかわる差別意識の解消を図るための教

育を推進する。 

③ いじめは、人間として絶対に許されない人権侵害である。「いじめ

のないまち小金井宣言」の実現に向け、小金井市いじめ防止基本方針

に基づき、学校と家庭、地域社会が連携し「いじめを絶対に許さない」

ことを児童・生徒に浸透させる。 

④ 小金井市子どもの権利に関する条例のリーフレット、人権教育プロ

グラム、等を活用し、権利と義務、自由と責任についての認識を深め

させ、鋭い人権感覚を身に付けた自立した個人を育てる教育を推進す

る。 

⑤ 小金井市男女平等基本条例の男女両性の本質的平等の理念に基づ

き、男女が互いの違いを認めつつ、個人として尊重されることを児

童・生徒に理解させ、その具現化を図る適正な男女平等教育を推進す

る。 
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⑶ 社会貢献活動 

① 社会の一員としての自覚を高め、規範意識等を育むために、教育計

画に基づき、教職員の適切な指導のもと、自然体験学習等の体験活動

や社会体験活動、ボランティア活動などの充実に努める。 

② 児童・生徒一人一人が人間と環境とのかかわりについて理解を深め、

環境を大切にする心と、環境問題や環境保全に主体的にかかわること

ができる能力や態度を光熱水費削減還元プログラムも活用しながら

育成する。 

⑷ 伝統・文化理解教育 

① 国際社会の中で活躍し、わが国の発展に貢献できる人材を育成する

ために、小・中学校に外国人英語指導助手を派遣するなど、コミュニ

ケーション能力を育む教育を推進する。 

② 日本や世界の文化・伝統に触れる機会の充実を図り、郷土小金井に

対する愛着や誇りを「小金井市の歴史散歩」の配布や「こがねい郷土

かるた」の普及等を通して育て、多様な文化に対する理解を深めると

ともに、国際的視野を広める教育を推進する。 

⑸ 体験活動 

① キャリア教育の視点に立ち、職場体験学習や農業体験学習、その他

の勤労体験学習を拡充し、望ましい勤労観・職業観を育むとともに、

子供たちの生き方指導や進路に関する指導の充実を図る。 

② 宿泊体験活動を行うことによって子供たちの社会性や豊かな人間

性を育む。また、三宅島等の子供たちとの交流を通して豊かな人間性

を育てる。 

⑹ 家庭教育 

① 家庭学習のすすめや保護者向け資料「ハートコンタクト」を作成し、

家庭での学習習慣の確立やそのための方法などについての啓発を図

る。 

 

２ 知育・徳育・体育の推進 

⑴ わかる・できる・活かす授業 

① 基礎的・基本的な知識・技能を確実に身に付け、それらを活用する

問題解決型の学習を取り入れることで思考力・判断力・表現力等の育

成を図る。また、体験活動を積極的に取り入れるなど、個に応じた多

様な指導の一層の充実を図る。 

② 教員の職務の専門性や実践的指導力、幅広い識見を一層高め、授業

力を一層向上させるために全教員が外部講師等を招いた研究授業に

取り組む。また教職経験や職層に応じた研究・研修の充実を図る。 

③ 学生ボランティアや地域の教育資源等を活用し、授業の指導補助、

放課後や夏季休業日等の補充学習を実施するなど、確かな学力の充実

を図る。 

④ 「わかる・できる・活かす」授業を展開するために、年間授業計画

の充実、授業改善推進プランの作成・活用、児童・生徒による授業評

価の実施、校内研修等を推進するとともに、授業公開の充実を図る。 

⑤ 「わかる・できる・活かす」授業改善研究指定校を定め、授業力向

上に関する先進的な研究を行い、その成果を市全体に広める。 

⑥ 学習指導要領に基づいた年間指導計画の適正な作成と実施及び評

価の充実を図る。 

⑵ 読書活動と学校図書館 
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① 読書活動推進月間を設定し、児童・生徒の読書活動を推進するとと

もに、「小金井市読書感想文コンクール」を通して、子供たちの読書

活動の表彰を行う。 

② 「小金井市子ども読書活動推進計画」に基づき、学校図書館補助員

を派遣するとともに、目的をもった読書活動を推進し、読書習慣を身

に付けさせ、自ら進んで学習する意欲と態度を養う。 

⑶ 情報教育 

① 家庭・地域との連携の下、ＩＣＴの正しい使い方やインターネット

やメールなどの利用に関するモラルやマナーを身に付けるための情

報モラル教育の充実を図る。 

② 情報教育アドバイザーの派遣や情報活用能力を向上させるための

研修を通して情報教育及び教科指導におけるＩＣＴ活用を推進する。 

⑷ 理科教育 

① 地域の大学や研究機関等との連携を図り、小学校理科支援員を派遣

するなどして観察・実験補助に活用するなど理科教育を推進する。 

⑸ 道徳教育 

① 児童・生徒が、自他をいつくしみ、かけがえのない生命や自然を大

切にするなど、思いやりの心を育み、人間性豊かに成長できるよう心

の教育の充実を図る。 

② 児童・生徒一人一人が、道徳心や公共心を育み、礼儀正しく生活で

きる力を育成するために、道徳の時間を要としながら全教育活動にお

いて道徳教育を充実させる。 

③ 家庭や地域と連携した道徳教育の推進や道徳授業地区公開講座の

充実を図り、社会の一員としての自覚を高め、規範意識を育む教育を

推進するとともに、郷土小金井において共に生きる子供を育成する。 

⑹ 体力の向上 

① 東京オリンピック・パラリンピックの開催決定を機会にその歴史や

意義を学んだり、我が国と世界の国々の歴史や文化、習慣などを学ん

だりすることで、進んで平和な社会の実現に貢献しようとする健やか

な児童・生徒を育成する。また、積極的に運動やスポーツに親しむた

めに一校一取組運動を推進し、体力の向上に努める。 

② 体力向上推進委員会による児童・生徒の体力調査の実施、分析をも

とに体育的活動の改善に努め、体力のさらなる向上を図る。 

③ 健全な食生活に向けた食育を推進し、生命の大切さや心身の健康、

食物の品質や安全性についての正しい認識をもつことができるよう

に指導の充実に努める。 

④ 関係機関と連携した保健教育を推進し、健康で安全な生活を送る能

力や態度の育成を図る。 

⑺ 特別支援教育 

① 学習障害、注意欠陥多動性障害、自閉症等を含め障害のある児童・

生徒が個々の教育ニーズに応じた指導を受けられるように特別支援

教育コーディネーターの育成や校内委員会の実施を支援するととも

に、巡回指導などを通して、特別支援教育の充実を図る。 

② 特別な支援が必要な児童・生徒への支援を充実させるために特別支

援教室の設置及びその活用を進める。 

③ 特別支援教育推進委員会や特別支援教育研修会を充実させ特別支

援教育にかかわる教員の指導力の向上を図る。 

④ 特別支援教育支援員を配置し、学校における日常生活上の介助等を
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含め、特別な支援が必要な児童生徒への支援をさらに充実させる。 

⑤ 障害のある人との相互理解を深め、共に助け合い、支え合って生き

ていくことの大切さを学ぶための交流教育の充実や副籍制度に基づ

いた交流及び共同学習の推進に努める。 

⑥ 特別な支援を必要とする子供のライフステージに応じた効果的な

支援を実現するために、特別支援教育研修会や市民等を対象とした講

演会の開催や関係する福祉担当部局と連携することで、支援体制の充

実を図る。 

 

３ 教育環境の整備 

⑴ 新しい学校評価 

① 小金井市公立学校運営連絡会による保護者や地域住民の参画や積

極的な授業公開の実施等、開かれた学校づくりを一層推進する。 

② 学校評価を適切に行い、学校の教育活動を積極的に保護者や地域住

民に説明し、効率的で透明性の高い学校運営を推進する。 

③ 市教委訪問、指導室訪問、都教委訪問などの学校訪問を行い、学校

教育活動の充実を図る。 

④ 全校で地域の人材等を活用した学校支援体制の整備の充実を図る。 

⑵ 情報環境 

① ＩＣＴを活用した授業をサポートする情報教育アドバイザーを配

置し、授業サポートや情報機器のメンテナンスを行える体制を整える。 

② コンピュータの保守、点検、整備、コンピュータ操作活用に係る助

言・相談を行うコンピュータ管理業務者を学校の必要に応じて派遣す

る。 

③ 校務用パソコンをもとに業務の効率化を図り、校務を軽減する。 

⑶ 教育相談・適応指導 

① いじめや暴力行為等、児童・生徒の多様な問題の解決に向け、早期

発見・早期対応ができる学校内の体制づくり、未然防止や保護者・関

係機関との連携等の取組を充実する。 

② 不登校等の課題に対応するため、スクールカウンセラーを学校の教

育相談組織に位置づけ、学校の教育相談機能を充実させる。また、教

育相談所、もくせい教室及び他の相談機関との連携を深め、児童・生

徒、保護者等に対する相談体制の充実を図る。 

③ スクールソーシャルワーカーを派遣し、児童・生徒が置かれた様々

な環境へ働きかけ、関係機関とのネットワークを活用して、児童虐待

や家庭の状況に起因する問題行動等の未然防止及び解決を図る。 

⑷ 学校施設 

① 学校教育の質的向上を図るため、施設・設備及び教育機器などの教

材・教具、図書などを充実させるとともに有効活用に努める。 

② ゆとりと潤いのある教育環境づくりのため、校庭等の緑化などに努

める。 

③ 安全・安心な教育環境整備づくりに努めるとともに、地域の防災拠

点の機能を併せもつ学校施設としての充実を図る。 

 

４ 「生涯学習」と「文化・スポーツ」の振興 

⑴ 生涯学習の推進 

① 市民一人一人が生涯にわたって自ら学び、文化・スポーツに親しみ、

その成果を地域社会の活動に反映できるよう、生涯学習施策を推進し、



7 

 

第３次小金井市生涯学習推進計画を策定する。 

② 学校、家庭、地域がその役割と責任を自覚し、相互に連携協力して

地域全体で教育力を高める活動を推進する。 

③ 地域の貴重な資源である大学、文化施設、ＮＰＯ等市民団体と連携

して生涯学習施策を推進する。 

④ 退職前後の中高年層を対象として、学習の機会や情報を提供し、地

域活動への参加を推進する。 

⑤ 市民の学習活動に資するため、市報やホームページ等を活用し、積

極的に情報提供に努める。 

⑵ 青少年教育の推進 

① 家庭教育の充実を図るため、家庭教育に関する学習の機会や情報提

供の充実を図る。 

② 子供たちの安全安心な居場所づくりとして、学校、家庭、地域と一

体となって実施している「放課後子ども教室」事業の充実を図る。 

③ 清里山荘指定管理者と連携し､青少年が豊かな人間関係や社会性を

育んでいくことができるよう、自然体験教室、ふれあい体験教室等多

くの体験活動の機会を提供するとともに、自然や科学に対する関心を

深め、創造性豊かな青少年の育成に努める。 

⑶ スポーツ・レクリエーション活動の推進 

① 幼児期から高齢者までの市民が、スポーツ・レクリエーションに親

しむ機会の場を提供し、健康・体力づくりを推進する。 

② 楽しむスポーツから競技スポーツまで、幅広いスポーツ・レクリエ

ーションの振興を図るため、スポーツ団体の活動を支援する。 

③ 誰でも、いつでも気軽にスポーツすることができる環境づくりとし

て総合型地域スポーツクラブの活動を支援する。 

④ スポーツ・レクリエーションの普及のため、スポーツ団体と連携し

て、指導者の育成・派遣等の指導体制の充実を図る。 

⑷ 文化財の保存と啓発活動の推進 

① 貴重な文化遺産を後世に継承していくため、埋蔵文化財の調査・保

存・市指定文化財の保存及び郷土芸能の伝承を支援していくとともに、

文化財センターの機能の充実を図る。 

② 市民の郷土に対する理解を深め、市勢発展に資するため、「小金井

市史」資料編・通史編を「小金井市史編さん年次計画」に基づき、順

次刊行する。 

③ 市民が生涯を通じて、地域の歴史や文化財に親しむことができるよ

う、文化財等の解説や学習団体の支援の充実を図る。 

④ 史跡玉川上水、名勝小金井（サクラ）の整備活用を通して、東京都

及び市民団体と協働してヤマザクラ並木の歴史的景観を復活させる

等、協働のまちづくりを推進する。 

⑸ 公民館の充実 

① 誰もが気軽に立ち寄り、共に学び、共にふれあう身近な公民館運営

に努める。 

② 公民館運営に公民館運営審議会委員、企画実行委員の他、市民参加

を図り、関連諸機関や市民団体とも協働して充実を図る。 

③ 事業の実施には、地域社会との連携に努め、団体・サークルやＮＰ

Ｏ法人等の諸機関・諸団体とも協力して充実を図る。 

④ 主催講座については、地域的・今日的な課題、心豊かに生きること

のできる学びの充実を図り、市民の自主的・自発的な学習活動の推進
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を支援する。 

⑤ 市民の学習活動に機材・教材を提供し、活動の場の環境整備に努め

る。 

⑥ 広報活動に市民も参加し、情報の提供に努める。 

⑹ 図書館の充実 

① 「いつでも」、「どこでも」、「だれでも」、「なんでも」利用で

きる図書館運営に努める。 

② 「小金井市立図書館運営方針（改訂版）」に基づき、図書館施策を

推進して行く。 

③ 子供の読書活動推進のため、平成２７年度で計画が終了する「第２

次小金井市子ども読書活動推進計画」について、引き続き「第３次小

金井市子ども読書活動推進計画」を策定する。 

④ 図書館の利便性向上のため、市民用インターネット端末の設置、電

子図書の導入、様々なデータベースの提供、資料用ＩＣタグの導入な

どのＩＣＴ化推進について検討を進める。 

⑺ 社会教育施設の整備 

① 市民の学習・文化活動及び集会の場として、施設の整備充実を図る。 

② 市民のスポーツ・レクリエーション活動の場として、施設の整備充

実を図る。 

③ 公民館、図書館、体育館、学校など既存施設の有効活用を積極的に

推進する。 

④ 震災の経験を踏まえた施設のあり方を検討する。 
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教育施策・主要事業 

 

教育目標・基本方針・各計画・教育施策の関係 

 

○理念的な原理・原則 

 

 

 

 

 

 

 

○中期的な計画 

 

 

 

 

 

○当該年度の短期的な計画 

（毎年度策定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小金井市教育委員会の 

教育目標・基本方針 

「明日の小金井教育プラン」（学校教育） 

 

「第２次生涯学習推進計画」（生涯学習） 

小金井市教育委員会が目指す教育の実現 

 
小金井市教育委員会は、「教育目標」及び「基本方

針」の実現に向け「明日の小金井教育プラン」と「第

２次生涯学習推進計画」を策定しています。 

これらの中期的な計画に基づき、当該年度に実施す

る「教育施策」及び「主要事業」を明確化することが

できるようにします。 

これらの「教育施策」及び「主要事業」等を推進し

ていくことで、小金井市教育委員会が目指す教育を実

現していきます。 
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平成２８年度 点検及び評価対象事業（平成 27 年度実施事業） 

 

【学校教育】
事業

番号 点検及び評価対象事業名 担当
優先

順位 その他の主な事業

⑴ 特色ある教育 1 特色ある教育活動発表会の実施 指導室 A 小金井教育の日

⑵ 人権教育 2 男女平等教育の推進 指導室 A 人権尊重教育推進校

⑵ 人権教育 3 子どもの権利に関する条例の学校への周知 指導室 A 人権教育推進委員会

⑶ 社会貢献活動 4 ボランティアカードの活用
生涯学習課

指導室
B ボランティアカード作成

⑶ 社会貢献活動 5 ボランティア活動の表彰と紹介 指導室 B アクション月間CO2削減

⑷ 伝統・文化理解教育 6 「小金井市の歴史散歩」の配布
生涯学習課

指導室
B 小学校外国語活動推進委員会

⑷ 伝統・文化理解教育 7 「こがねい郷土かるた」の普及
生涯学習課

指導室
B 中学校ALT運営委員会

⑸ 体験活動 8 三宅島との交流 指導室 C 中学校職場体験

⑹ 家庭教育 9 家庭学習のすすめの作成 指導室 B

⑹ 家庭教育 10 保護者向け資料の作成
指導室

生涯学習課
B

⑺ わかる・できる・活かす授業 11 授業力向上研修会 指導室 B 学生ボランティア派遣

⑺ わかる・できる・活かす授業 12 授業公開等の充実 指導室 A 授業改善推進プラン作成

⑺ わかる・できる・活かす授業 13 子供の学習に関する実態把握 指導室 A

⑺ わかる・できる・活かす授業 14 体験活動の充実 指導室 A

⑺ わかる・できる・活かす授業 15 補習授業等の充実 指導室 A 少人数指導授業改善推進委員会

⑻ 読書活動と学校図書館 16 「小金井市学校読書活動推進月間」の設定 指導室 B 学校読書活動推進委員会

⑻ 読書活動と学校図書館 17 学校図書館補助員の配置と読書活動の充実 指導室 C 学校図書館補助員派遣

⑼ 情報教育 18 情報モラルの向上 指導室 A

⑼ 情報教育 19 情報活用能力向上のための研修会の実施 指導室 A

⑽ 科学教育 20 近隣大学等の連携
指導室

生涯学習課
B 理科支援員派遣

⑽ 科学教育 21 理科支援員の配置 指導室 A 大学との共同研究（ｺﾝｿｰｼｱﾑ）

⑾ 道徳教育 22 家庭や地域と連携した道徳教育の推進 指導室 A 道徳教育推進委員会

⑾ 道徳教育 23 道徳副読本の配布 指導室 B 道徳授業地区公開講座

⑿ 体力の向上 24 一校一運動の推進 指導室 A 体力向上推進委員会

⑿ 体力の向上 25 体力調査の実施 指導室 B 小金井市小中学生マラソン大会

⑿ 体力の向上 26 食育の推進
学務課
指導室

C スポーツ教育推進校

⒀ 特別支援教育 27 特別支援教室の確保
庶務課
学務課
指導室

B 特別支援学級推進委員会

⒀ 特別支援教育 28 特別支援学級の増設
庶務課
学務課
指導室

A 特別支援専門・巡回相談

⒀ 特別支援教育 29 特別教育支援員の配置 指導室 A 特別支援学習指導員配置

⒁ 新しい学校評価 30 学校評価の推進 指導室 C 学校関係者評価

⒂ 情報環境 31 情報教育アドバイザー派遣の充実 指導室 C ICT活用教育推進委員会

⒂ 情報環境 32 コンピュータ管理業務者派遣の充実 指導室 A コンピュータ教育研修会

⒂ 情報環境 33 教育用コンテンツ管理システムの構築

庶務課
学務課
指導室
図書館

C ICT支援員の派遣

⒃ 教育相談・適応指導 34 スクールカウンセラー派遣の充実 指導室 C 教育相談推進委員会

⒃ 教育相談・適応指導 35 スクールソーシャルワーカーの派遣 指導室 A スクールカウンセラー連絡会

⒄ 学校施設 36 特別支援学級の冷暖房設備の整備
庶務課
学務課

A 小学校施設整備

⒄ 学校施設 37 校庭の芝生化の推進 庶務課 A 中学校施設整備

⒄ 学校施設 38 太陽光発電や風力発電の推進 庶務課 A 教材・教具・図書整備

【生涯学習】
事業

番号 点検及び評価対象事業名 担当
優先

順位 その他の主な事業

⑴ 生涯学習の推進 39 まなびあい出前講座 生涯学習課 成人の日記念行事

⑴ 生涯学習の推進 40 青少年のための科学の祭典 生涯学習課

⑴ 生涯学習の推進 41 中近東歴史文化講座 生涯学習課

⑴ 生涯学習の推進 42 ボランティアセミナー 生涯学習課 こがねい市民講師登録制度

⑴ 生涯学習の推進 43 団塊の世代のための地域参加講座 生涯学習課 社会教育関係団体補助事業

⑵ 青少年教育の推進 44 家庭教育学級 生涯学習課 思春期子育て講座

⑵ 青少年教育の推進 45 放課後子ども教室 生涯学習課 自然体験教室

⑵ 青少年教育の推進 46 少年自然の家維持管理事業 生涯学習課 天体教室

⑶
スポーツ・レクリエーショ
ン活動の推進

47 市民体育祭 生涯学習課 スポーツ教室・各種大会

⑶ スポーツ・レクリエーション活動の推進48 体育協会・総合型地域スポーツクラブ補助事業 生涯学習課

⑶ スポーツ・レクリエーション活動の推進49 スポーツ推進委員事業 生涯学習課

⑷
文化財の保存と啓発活動の
推進

50 文化財センター維持管理事業 生涯学習課 文化財保護審議会運営

⑷ 文化財の保存と啓発活動の推進51 市史編さん活動 生涯学習課 文化財の管理公開

⑷ 文化財の保存と啓発活動の推進52 古文書講座 生涯学習課 埋蔵文化財の保護事務

⑷ 文化財の保存と啓発活動の推進53 名勝小金井（サクラ）復活プロジェクト 生涯学習課 古文書調査

⑸ 公民館の充実 54 青年国際交流講座「生活日本語教室」 公民館 公民館運営審議会運営

⑸ 公民館の充実 55 ITサポート事業「こがねいパソコン相談室」 公民館 企画実行委員会運営

⑸ 公民館の充実 56 市民が作る自主講座 公民館 公民館研究大会運営

⑹ 図書館の充実 57 ハンディキャップサービス事業 図書館 図書館協議会運営

⑹ 図書館の充実 58 図書館児童サービス事業 図書館 地域文庫補助金交付事業

⑺ 社会教育施設の整備 59 総合体育館維持管理事業 生涯学習課 栗山公園健康運動ｾﾝﾀｰ維持管理

⑺ 社会教育施設の整備 60 スポーツ開放・学校開放 生涯学習課 上水公園運動施設維持管理

⑺ 社会教育施設の整備 61 図書館維持管理業務 図書館 テニスコート維持管理

⑺ 社会教育施設の整備 62 公民館維持管理事業 公民館 校庭開放
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会
の
教
育
目
標
（

平
成
2
0
年
1
月
2
4
日
　
小
金
井
市
教
育
委
員
会
決
定
）

小
金
井
市
教
育
委
員
会
の
基
本
方
針
（

平
成
2
4
年
2
月
1
4
日
　
小
金
井
市
教
育
委
員
会
決
定
）

基
本
方
針
1
・
2
・
3

明
日
の
小
金
井
教
育
プ
ラ
ン

1
　
小
金
井
ら
し
さ
の
醸
成

平
成
2
7
年
度
教
育
施
策

中学生保護者向け資料「ハー
トコンタクト」作成

2
　
知
育
・
徳
育
・
体
育
の
推
進

わかる・できる・活かす授業
改善研究推進校

3
　
教
育
環
境
の
整
備

小
金
井
市
教
育
委
員
会
の
教
育
目
標
（

平
成
2
0
年
1
月
2
4
日
　
小
金
井
市
教
育
委
員
会
決
定
）

小
金
井
市
教
育
委
員
会
の
基
本
方
針
（

平
成
2
4
年
2
月
1
4
日
　
小
金
井
市
教
育
委
員
会
決
定
）

基
本
方
針
4

第
２
次
生
涯
学
習
推
進
計
画

平
成
2
7
年
度
教
育
施
策

心身に障害のある児童・生徒
の地域活動促進事業
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平成２８年度 評価基準 

 

Ｓ 達成している  施策に沿って事業を進め、効果的な結果が得

られ、当該年度目標及び事業目標を達成する

ことができた。 

Ａ 概ね達成している  施策に沿って事業を進め、当該年度目標を概

ね達成したが、事業目標を達成するには至っ

ていない。 

Ｂ ある程度達成している  施策に沿って事業を進め、当該年度目標をあ

る程度達成したが、さらに現状を改善する必

要が多分にある。 

Ｃ 達成することに努力を要する 施策に沿って事業を進めてはいるが、当該年

度目標を達成したとはいえず、また、現状に

ついて大きな課題がある。 

Ｄ 着手していない  事業自体に着手できていない。  
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点検及び評価表（学校教育） 

 

１ 概要 

 

学校教育では、小金井市教育委員会の基本方針及び明日の小金井教育プランに基づい

た平成２７年度教育施策を推進するための様々な事業を展開し、点検及び評価に当たっ

ては、明日の小金井教育プランの重点施策である３８事業を評価対象とした。 

平成２７年度については、全３８事業中３４事業についてA評価以上「達成している」

「概ね達成している」と評価した。事業全体の９割近くがA評価以上となり、学校教育

における事業は大きな問題なく推進できているものと評価できるが、前年度と比較する

と若干悪化した事業も見られた。 

具体的に前年度の評価結果と比較すると、「授業公開等の充実」と「近隣大学等の連

携」がA評価からS評価となった。これは、前者では全校で外部講師を招いた授業研究

を実施し、研究内容を取り入れた授業公開を実施したこと、後者では理科教育を含む全

ての教育活動の中で連携教育活動を行ったことにより「達成している」とした。一方、

「家庭学習のすすめの作成」及び「保護者向け資料の作成」はA評価からB評価となっ

た。これは第２次明日の小金井教育プランの趣旨に沿ったものとして作成することとし、

引き続き検討することとなったためである。また「校庭の芝生化の推進」は、新たな芝

生化対象校がないためA評価からC評価へ、「太陽光発電や風力発電の推進」について

は、太陽校発電等の設備を導入できなかったため、前年度と同様にC評価とした。 

第２次明日の小金井教育プランで継続される事業は、A評価の事業はS評価に、C評価

の事業はまずはB評価にすべく、担当課が中心となり小・中学校、関係部局、関係諸機

関と連携し、事業目標の達成に向けて課題の解決を図っていくこととする。 

 

２ 評価結果総括 

 

事業数 S A B C D
⑴　特色ある教育 1 1
⑵　人権教育 2 2
⑶　社会貢献活動 2 2
⑷　伝統・文化理解教育 2 2
⑸　体験活動 1 1
⑹　家庭教育 2 2
⑺　わかる・できる・活かす授業 5 1 4
⑻　読書活動と学校図書館 2 2
⑼　情報教育 2 2
⑽　科学教育 2 1 1
⑾　道徳教育 2 2
⑿　体力の向上 3 3
⒀　特別支援教育 3 3
⒁　新しい学校評価 1 1
⒂　情報環境 3 3
⒃　教育相談・適応指導 2 2
⒄　学校施設 3 1 2

合　　　計 38 3 31 2 2 0
7.89% 81.58% 5.26% 5.26% 0.00%内　訳（％）
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３ 評価表 

 

 

 

 

事業番号 2 優先 A 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

各校の人権教育への位置

付けと人権教育推進委員

会にて指導内容や指導方

法について改善・充実

実施 継続 継続 継続 継続 継続

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　人権教育啓発資料を活用し、男女平等教育を含む人権教育を推進する。また、校長会や
学校訪問の機会に、教育委員会から教職員に対して人権感覚を向上させる指導を行う。

男女平等教育の推進

指導室

　男女が互いの違いを認めつつ、個人として尊重され、対等な立場であらゆる活動に共に
参画する男女共同参画社会の実現を図るために、学校の教育活動全体を通して男女平等教
育を推進する。

　男女平等教育を含む人権教育の充実に向け、学校での人権教育の推進や教職員の人権感
覚について、教育委員会から校長会や学校訪問等の機会に管理職を含む教職員に対して指
導を行う。

　２回の校長会、２回の市人権教育推進委員会、７回の学校訪問で男女の平等を含めた人
権教育の推進及び教員の人権感覚の向上に向けての資料を作成し、指導を行った。また、
人権教育啓発資料を作成し、市内の全小・中学生、市民に配布した。

事業番号 1 優先 A 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

各校における特色あ
る教育活動の充実

実施 継続 継続 継続 継続
特色ある教育活動発
表会の実施

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　大学、地域、企業と連携し、全校の特色ある学校づくりの充実を目指す。また、「小金
井教育の日」の中で、全校の特色ある教育活動を保護者や市民に紹介する。

指導室

　全校が地域人材や東京学芸大学と連携し、特色ある教育、特色ある学校づくりを進める
ことができた。また、全校の特色ある教育活動をまとめた資料を作成し、小金井教育の日
に保護者、市民、地域、教育関係者に向けて配付した。

特色ある教育活動発表会の実施

　各校で児童・生徒の実態や地域の実情に応じたり、創意工夫を生かしたりする特色ある
教育、特色ある学校づくりを進めることで、小金井市の教育の活性化を図る。

　全校で地域や大学等との連携を強化し、各校の特色ある教育活動の充実を図り、その成
果を小金井教育の日に教員、保護者に向けて発表する。
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事業番号 4 優先 B 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

中学生用ボランティ
アカードの作成

検討 検討 検討 試行 試行
小学生・中学生ボラ
ンティアの表彰

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　学校にボランティアカードを配布したり、ボランティア活動の場を紹介したりすること
で、児童・生徒のボランティア活動に対する参加意欲を高めていく。

ボランティアカードの活用

指導室

　全中学生と小学校５・６年生にボランティアカードを配布し、ボランティア活動への参
加意欲を高める。

　全中学生と小学校５・６年生にボランティアカードを配布し、ボランティア活動への参
加意欲を高める。

　平成２７年度は、生徒会や部活動が中心となったボランティア活動が活発に行われた。
また、青少年のための科学の祭典やウオーキングフェスタなどの行事で意欲的にボラン
ティア活動に参加する生徒の様子が見られた。

事業番号 3 優先 A 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

小金井市子どもの権
利に関する条例の
リーフレットの周知

実施 継続 継続 継続 継続 継続

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　「小金井市子どもの権利に関する条例」について、４、５月中に全小・中学校に周知
し、年間を通じてその取組の確認を行う。

子どもの権利に関する条例の学校への周知

指導室

　「小金井市子どもの権利に関する条例」を学校に周知することで、人権教育を推進す
る。

　「小金井市子供の権利に関する条例」のリーフレットの学校への周知を一層進める。

　「小金井市子どもの権利に関する条例」を校長会・副校長会・人権教育推進委員会に配
布し、周知を行った。また７校の学校訪問の機会には教育委員会から教員に対して指導を
行った。
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事業番号 5 優先 B 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

個人やクループを小
金井市児童・生徒表
彰に推薦

検討 検討 検討 試行 試行
ボランティア活動発
表会の実施

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　ボランティア活動に取り組んでいる個人やグループの活動を校長会の場で紹介し、積極
的にボランティア活動に取り組む個人やグループを児童・生徒表彰の場で表彰する。

ボランティア活動の表彰と紹介

指導室

　積極的にボランティア活動をしている個人やグループを紹介する機会として、表彰式を
行う。

　ボランティア活動に取り組んだ個人やグループを小金井市児童・生徒表彰で表彰する。

　東中学校の生徒会が取り組むボランティア活動を児童・生徒表彰の場で紹介し、表彰し
た。

事業番号 6 優先 B 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

検討 検討 検討 検討 実施 継続
「小金井市の歴史散
歩」を各校に配布

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　小学校社会科副読本推進委員会の中で「小金井市の歴史散歩」の内容を含めた地域の歴
史教材を扱った指導事例を共有し、各校での指導に反映させる。

「小金井市の歴史散歩」の配布

生涯学習課・指導室

 生涯学習部で作成した「小金井市の歴史散歩」を各学校に４０部ずつ配布し、社会科や
総合的な学習の時間の学習、道徳に活用し、郷土への理解を進め、郷土を愛する心を育て
る。

 小学校の社会科の中で小金井市小学校社会科副読本に掲載している「小金井市の歴史散
歩」の内容を学習する。

 小金井市小学校社会科副読本に掲載している「小金井市の歴史散歩」の内容を社会科の
中で学習し、児童の郷土理解を進め、郷土愛を育んだ。
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事業番号 8 優先 C 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

　三宅島の子供との
交流について検討

検討 検討 検討 検討 試行

三宅島の子供とのメール

交換やインターネット会

議の実施　三宅島での子

供体験ツアー開催試行

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　学校間のメール交換やインターネット会議の実施の可否について検討する。三宅島での
子供体験ツアー開催等については予算や保護者理解等の関係から難しいと考える。今後
は、三宅島の学校小金井市の学校の交流について双方で検討していく。

三宅島との交流

指導室

　小金井市と三宅島の友好都市盟約を活用し、三宅島の豊かな自然の中で様々な体験活動
を行うとともに三宅島の子供との交流を通して豊かな人間性を育てる。

　三宅島の子供との交流について、その方法や内容について検討する。

　教育委員会と三宅島小学校の交流校である前原小学校で交流方法や内容について協議し
た。その後、三宅島小学校の６年生と前原小学校６年生が前原小学校で直接交流を行っ
た。

事業番号 7 優先 B 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

検討 検討 検討 試行 充実 充実
各校の予選会勝者に
よる「郷土かるた」
中央大会の試行

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　平成２８年度に予定されている「こがねい郷土かるた」大会については、現在学校で取り組んでいる
普及の方法と異なり、学校教育の実情にそぐわないため「試行」は難しい。今後は、校長会や副校長
会、教務主任研修会で「こがねい郷土かるた」の紹介を行い、各学校での活用を促す。また、社会科副
読本推進委員会の中で指導事例を確認し、各学校での指導に反映させることで普及を図る。

「こがねい郷土かるた」の普及

生涯学習課・指導室

　小金井の自然、歴史、文化、伝統芸能・工芸などを対象とした「こがねい郷土かるた」
を普及し、郷土への理解を進め、郷土を愛する心を育てる。

　 小学校の社会科の中で小金井市小学校社会科副読本に掲載している「こがねい郷土か
るた」の内容を学習する。

　 小金井市小学校社会科副読本に掲載している「こがねい郷土かるた」の内容を社会科
の中で学習し、児童の郷土理解を進め、郷土愛を育んだ。
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事業番号 10 優先 B 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

「小学生版ハートコ
ンタクト」作成の検
討

検討 検討 検討 実施 継続
「小学生版ハートコ
ンタクト」の作成、
配布

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A B

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　保護者向け資料については、第２次明日の小金井教育プランに沿って、校長会や生活指
導主任研修会と調整を図りながら作成、配付について検討する。

保護者向け資料の作成

指導室

　小学生や中学生の学校生活や家庭生活における課題を示し、その解決方法について、各
家庭に啓発する。

　保護者向け資料「小学生ハートコンタクト」の目的や内容、作成スケジュール等につい
て検討する。

　校長会や第２次明日の小金井教育プラン作成検討委員の中で協議し、小学生版ハートコ
ンタクトを含めた保護者向け資料の充実策を第２次明日の小金井教育プランに反映させ
た。

事業番号 9 優先 B 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

検討 検討 検討 試行 充実 充実
小学校用、中学校用
とも１年ごとに改訂
し配布を実施

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A B

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　家庭学習啓発資料については、第２次明日の小金井教育プランに沿って、校長会や教務
主任研修会と調整を図りながら作成、配付について検討する。

家庭学習のすすめの作成

指導室

　家庭学習の意義や、学習時間の目安、学習計画の立て方などを示した家庭学習のすすめ
「小金井の子供の学習（仮称）」を作成し、家庭に向けた家庭学習の啓発や児童生徒の家
庭学習の充実を図る。

　「小金井の子供の学習（仮称）」の目的や内容、作成スケジュール等について検討す
る。

　校長会や第２次明日の小金井教育プラン作成検討委員と協議し、家庭学習啓発資料を含
めた家庭学習の充実策を第２次明日の小金井教育プランに反映させた。
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事業番号 12 優先 A 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

授業公開・研究授業
の充実

充実 充実 充実 充実 充実
全教員が年１回研究
授業を実施

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A S

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　各学校の全教員が外部講師等を活用した授業研究を実施する。

授業公開等の充実

指導室

　地域に広く授業公開をすることや学校全体で研究授業を行い、よりよい授業のための協
議会を行う機会を増やすことで、教員の授業力の向上を図る。

　校内研究の内容を取り入れた学校公開等における授業公開や授業力の向上を目指した校
内研修の充実を図る。

　全校の全教員が外部講師を招聘した授業研究を実施した。
　各校が校内研究の内容を取り入れた学校公開等における授業公開を実施した。

事業番号 11 優先 B 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

検討 検討 検討 試行 試行 試行
優れた指導力をもつ
教員を教育委員会が
表彰する。

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　優れた専門性や指導力をもつ教員を発掘し、指導教諭と合わせて教員研修等で活用する
ことで、授業力向上に向けた研修の充実を図る。

授業力向上研修会

指導室

　優れた指導力をもつ教員の授業を教員研修会や校内研究で参観し、よりよい授業を目指
した研究協議会を実施するなどして授業力の向上を図る。

　優れた指導力をもつ教員を、指導教諭に認定し、若手教員研修や授業研究の講師として
活用することで市内教職員の授業力の向上を図る。

　１名の指導教諭を若手教員研修会（１回）、授業研究会の講師（３回）として活用し
た。
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事業番号 13 優先 A 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

学習に関するアン
ケート・児童・生徒
の授業評価の検討

検討 試行 実施 継続 継続
全国学力学習状況調
査を活用し、実態把
握を行う。

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　全国学力学習状況調査、東京都のの児童・生徒の児童・生徒の学力向上を図るための調
査結果を参考に、子供の学習に関する実態把握及び分析に取り組む。

子供の学習に関する実態把握

指導室

　授業改善の推進に向け、「授業が楽しいか」、「勉強が好きか」など、子供の学習に関
するアンケートを実施し、課題を明確にする。また、よりよい授業を目指すため、教員が
児童・生徒からの評価を受け、その評価を分析し授業の改善に生かす。

　学習に関する意識や学習内容の定着状況を把握するために学力調査等を活用し、子供の
学習に関する実態把握を行う。

　全国学力学習状況調査や東京都の児童・生徒の学力向上を図るための調査結果を分析
し、子供の学習に関する実態把握を行い、各学校の授業改善の方策に反映させた。

事業番号 14 優先 A 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

体験活動の充実 充実 充実 充実 充実 充実 充実

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　教科等のねらいと体験活動を効果的に関連付けた教育課程の編成を指導し、全校が取り
組む体験活動の一層の充実を図る。

体験活動の充実

指導室

 鵜原海の移動教室や清里林間学校、地域での野外観察、校外学習等を通じて体験活動の
充実を図る。

  鵜原海の移動教室や清里林間学校、地域での野外観察、校外学習の実施にあたり、体験
活動の位置付けを明確にした指導計画を立て、体験活動の充実を図る。

　各教科、総合的な学習の時間、学校行事の中で、教科等のねらいと体験活動を効果的に
関連付けた学習を実施し、体験活動の充実を図った。
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事業番号 16 優先 B 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

学校読書活動推進委
員会で検討

検討 検討 試行 充実 充実
読書活動推進月間の
実施

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　年３回開催される学校読書活動推進委員会の中で、学校読書活動推進月間の取組につい
ての情報交換を行い、全校の取組を充実させる。

「小金井市学校読書活動推進月間」の設定

指導室

　全校で読書活動推進月間を設定し、この期間に児童・生徒の読書活動を推進する展示等
を行う。また、夏休みの期間を活用し、「小金井市読書感想文コンクール」を実施する。

　学校読書活動推進委員会が中心となり、読書活動推進月間の実施内容や読書活動推進計
画の改善について協議し、各校の取組に反映させる。

　読書活動推進月間には、各校の学校読書活動推進委員と図書担当教諭が学校図書館補助
員と連携しながら読書推進活動を展開し、学校の読書活動を充実させた。

事業番号 15 優先 A 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

補習授業等の試行 充実 充実 充実 充実 充実
補習授業等の全校実
施

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　地域や近隣の大学と連携し、放課後及び長期休業日等における補充学習の充実を図る。

補習授業等の充実

指導室

 　学生ボランティア等を活用した放課後の補習授業、夏季補充学習やサマースクール等
を行う。

　放課後や夏季休業日の補習授業を行い、児童・生徒の基礎学力の定着を図る。

　全校で学生ボランティアや地域人材を活用した補習授業を行った。また、放課後や夏季
休業日に補充学習を行った。
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事業番号 17 優先 C 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

学校図書館補助員の
配置拡充の検討

検討 検討 検討 検討 試行 充実

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　学校図書館補助員の業務内容を再確認し、拡充のための予算の検討を継続して行う。

学校図書館補助員の配置と読書活動の充実

指導室

　学校図書館補助員の配置日を拡充し、読書活動の一層の充実を図る。

　学校図書館補助員と図書担当教諭、保護者等の図書ボランティアが連携した学校図書館
運営を行い、学校における読書活動の充実を図る。

　全校で図書担当教諭と学校図書館補助員の効果的な連携が図られ、学校図書館における
読書活動が充実した。

事業番号 18 優先 A 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

教員対象に情報モラルの効果的な指導

方法についての研修会を実施。セーフ

ティ教室等で、情報モラルについての

公開授業を実施

実施 継続 継続 継続 継続 継続

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　情報モラルについて、教職員の職層、職種に対応した研修会を実施する。また、民間企
業等と連携したセーフティ教室等を推進し、児童・生徒に対する情報モラル教育の充実を
図る。

情報モラルの向上

指導室

　家庭・地域との連携の下、ＩＣＴの正しい使い方やインターネットやメールなどの利用
に関するモラルやマナーを身に付けるための情報モラル教育の充実を図る。

　民間企業や東京都と連携し、教員対象の情報モラル教育に関する研修や児童・生徒を対
象にした情報モラルにかかわる学習を実施する。

　小金井市情報教育推進委員会を立ち上げ、民間企業や東京都と連携し、全校の情報担当
教員を対象に情報モラルに関する研修を実施した。また、児童・生徒に対しては、セーフ
ティ教室等の機会を利用し、情報モラルにかかわる学習を実施した。
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事業番号 20 優先 B 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

出前授業、科学講座
の開催の検討

検討 検討 試行 試行 充実 充実

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A S

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　近隣大学、高度教育期間、研究所との連携した連携教育活動を全校で推進する。

近隣大学等の連携

指導室

　東京学芸大学と連携して「青少年のための科学の祭典」を開催している。理科教育を推
進するため、近隣大学や企業とのさらなる連携を図る。

　東京学芸大学を含めた近隣大学等と連携し、理科教育を含めた全ての教育活動の充実を
図る。

　東京学芸大学と連携協定を結び、小学校１校、中学校２校を連携協力校に指定し、理科
教育を含む全ての教育活動の中で連携教育活動を行った。また、武蔵野大学とは小学校4
校、中学校１校、専門学校では小学校３校、中学校１校が連携教育活動を行った。

事業番号 19 優先 A 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

教員対象にICT活用能
力向上のための研修
会を実施

実施 継続 継続 継続 継続 継続

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　小金井市情報教育推進委員会、東京都ＩＣＴ教育環境整備支援事業指定校の研究発表会
を通じて、教員の情報活用能力を向上させる研修を実施する。

情報活用能力向上のための研修会の実施

指導室

　ＩＣＴを円滑かつ効果的に活用するために、教員対象の研修会を実施し、情報活用能力
の向上を図る。

　小金井市情報教育推進委員会を立ち上げ、同委員会の中で情報活用能力向上のための研
修会を実施する。

　小金井市情報教育推進委員会（4回）の中で、全校のＩＣＴ担当教諭を対象に情報活用
能力向上に向けた情報交換、研修会を実施した。
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事業番号 22 優先 A 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

保護者や地域の方をゲス
トティーチャーとした道
徳授業の試行

試行 試行 実施 継続 継続

全小・中学校で保護者や

地域の方をゲストティー

チャーとした道徳授業の

実施

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　道徳授業地区公開講座における学校、家庭、地域の効果的な連携方法について研究を行
う。

家庭や地域と連携した道徳教育の推進

指導室

　学校・家庭・地域の連携を生かした道徳授業を実施する。

　保護者や地域の方をゲストティーチャーとして、学校・家庭・地域が連携した道徳授業
地区公開講座を実施する。

　全校で保護者、地域が連携した道徳授業地区公開講座を実施した。

事業番号 21 優先 A 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

各小学校に理科支援
員を配置

充実 充実 充実 充実 充実 充実

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　理科専攻の大学生や教員免許状を取得している理科支援員を確保し、全小学校での理科
授業の充実を図る。

理科支援員の配置

指導室

　小学校に理科支援員を配置し、理科の授業における観察・実験等の活動の充実を図る。

　理科支援員を活用し、小学校の理科授業の質の向上や実験観察等の安全確保を行う。

　理科支援員を小学校に配置し、学習環境の整備や実験・観察の補助を行い、理科授業の
充実や安全確保ができた。
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事業番号 24 優先 A 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

各校における体育的
活動の試行

実施 継続 継続 継続 継続
各校における体育的
活動の実施

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　小金井市体力向上推進委員会、都オリンピック・パラリンピック指定校の活動を通じ
て、学校における体育的活動、体育授業の改善を図り、体力向上と運動好きな児童・生徒
の増加を目指す。

一校一運動の推進

指導室

　各校が体力向上のための重点目標を設定し、体力のさらなる向上を図るとともに運動が
好きな児童・生徒の増加を目指す。

　小学校の「一校一取組」、中学校の「一学級一取組」を計画的に実施し、体力の向上と
運動好きな児童・生徒を育てる。

　中学校で「一校一取組」、小学校で「一学級一取組」を実施したことで、運動機会が確
保され、意欲的に体育授業や体育的活動に取り組む児童・生徒が増加した。

事業番号 23 優先 B 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

小学校4～6年生に80
冊ずつ配布、全学年
への配布拡充の検討

検討 検討 試行 試行 試行
隔年で小学校4～6年生、

小学校1～3年、中学生の

サイクルで配布

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

 小学校、中学校における道徳副読本の活用方法とその効果を検証し、道徳の時間の授業
改善を推進する。

道徳副読本の配布

指導室

 道徳教育の充実を図るために、小・中学校に道徳副読本を配布する。

 小学校（１・２・３年生）に道徳副読本を配布する。

 小学校に道徳副読本を配布し、各学級で行う３５時間の道徳授業の内容を充実させた。
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事業番号 26 優先 Ｃ 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

学校での食に関する
指導の計画策定
リーフレットの検討

検討 検討 検討 検討 試行
家庭での食生活に関
するリーフレットの
の作成・配布

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　食に関する指導計画の策定は定着しており、各学校で取り組みや授業を実施している。
リーフレットは市立小中学校を通じ、保護者へ配布を行う。今後はリーフレットを活用
し、更なる食育の推進を目指す。

学務課・指導室

　小中学校全校で、食に関する指導計画を作成し、取り組みや授業を実施した。また、食育リーダー会
議では歯科医を講師に招き、「上手に食べるために」というテーマで歯科医の視点から食べることにつ
いて講演を行った。リーフレットについては、食育リーダー会議で検討を行い、作成まで至った。

食育の推進

　各小・中学校の食育リーダーの教員を中心に食に関する指導を計画的に進める。食育
リーダー会議では、給食指導や家庭科の授業等における食に関する学習の実践研究を行
い、学校での食育の推進とともに家庭における食生活の大切さの理解を図る。

　小中学校で食に関する指導計画を作成し、食に関する取り組みや授業を実施する。ま
た、家庭での食生活に関するリーフレットについて具体的な内容の検討する。

事業番号 25 優先 B 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

体力向上推進委員会
の設置、体力調査の
検討

検討 検討 試行 試行 試行
小学校5年生と中学校2年
生の体力調査の実施及び
結果分析の委託

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　体力向上推進委員会を活用し、体力調査結果の分析や体育授業の改善についての研究を
継続して行い、体育授業や体育的活動の充実を図る。

体力調査の実施

指導室

　児童・生徒の体力の実態を把握するために各校で体力調査を実施し、体力向上推進委員
会を中心に分析し、体力向上施策に反映させる。

　小・中学校で東京都体力調査結果を分析し、分析結果を基に体育授業の改善を図る。

　体力向上推進委員会の中で体力調査の結果について分析を行い、情報共有をしたことで
全校の体育授業の改善が図られた。
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事業番号 28 優先 A 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

特別支援学級（固定
学級、通級指導学
級）の開設を検討

試行 充実 充実 充実 充実 充実

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　平成３０年度に導入する小学校の特別支援教室の設置を踏まえ、通常の学級、特別支援
学級、特別支援教室の効果的な連携について研究を進める。

特別支援学級の増設

庶務課・学務課・指導室

　計画的に特別支援学級を開設することで、一人一人の児童・生徒へ対応した指導の充実
を図る。

　平成２３年度・２５年度の特別支援学級の開設を受け、障害種別や程度に応じた指導・
支援についての研究を行う。

　平成２３年度・２５年度に開設した特別支援学級を活用し、小金井市における特別支援
教育の充実に向けた重層的な指導体制を構築した。

事業番号 27 優先 B 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

検討 検討 検討 試行 試行 充実
各校に特別支援教室
を設置

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　小金井市では平成３０年度に東京都が進める特別支援教室を全小学校に導入する。ま
た、平成２８年度、平成２９年度は継続して小金井市に適した特別支援教室の確保、設置
について研究を行う。

特別支援教室の確保

指導室

　特別な支援が必要な児童・生徒への支援をさらに充実させるために特別支援教室を設置
する。

　小学校に特別支援教室の必要性を周知し、設置可能な学校から特別支援教室の設置を行
う。

　校長会、設置校長会、特別支援教育研修会を活用し、特別支援教室の運営や配置につい
ての研究を行った。また、小学校６校に仮の特別支援教室を設置した。
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事業番号 30 優先 C 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

第三者評価の検討 検討 検討 検討 検討 試行 第三者評価の試行

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　学校評価の推進については、現在取り組んでいる学校関係者評価や学校、家庭、地域の
連携による評価につながる意見等を踏まえながら、効果的な学校評価についての研究に取
り組む。

学校評価の推進

指導室

　学校経営計画に基づいた特色ある教育活動について、その重点取組等を保護者や地域に
説明し、保護者や地域からの学校評価の充実を図る。

　全校で小金井市学校運営連絡会、保護者による学校関係者評価と学校自己評価を実施
し、その結果の公表や説明を行う。また、保護者、地域住民等の理解と参画を得て、学
校・家庭・地域の連携協力による学校づくりを進める。

　全校で学校、家庭、地域の連携に取り組み、学校の教育活動について評価につながる意
見をもらった。また、学校関係者評価も全校で行った。それらの結果について学校経営に
反映できるものは反映させ、学校便りや保護者会などで説明した。

事業番号 29 優先 A 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

学習指導員を小学校に配

置　中学校通級指導学級

に配置　配置拡充の検討
試行 充実 充実 充実 充実 充実

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） B A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　一人一人の児童・生徒のニーズに照らした指導、支援に向け、特別支援教育支援員、特
別支援学習指導員の配置体制や資質向上等について研究する。

特別支援教育支援員の配置

指導室

　特別支援教育支援員等の拡充を進め、特別な支援が必要な児童・生徒への支援をさらに
充実させる。

　７人の特別支援教育支援員を小・中学校に配置する。また、３人の特別支援学習指導員
を小・中学校に派遣する。

　特別支援教育支援員については、支援員を１人を増員し、７人体制にして支援に取り組
んだ。特別支援学習指導員については、小学校で２人、中学校で１人の計３人を配置し、
平成２７年度は２８名の巡回指導を行った。
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事業番号 32 優先 A 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

コンピュータ管理業
務（ICT支援員）を３
名増員試行

充実 充実 充実 充実 充実
コンピュータ管理業
務者の増員充実

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） B A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　コンピュータ管理業務者を活用し、全校のＩＣＴ機器を活用した教育やコンピュータを
活用した校務改善を推進する。

コンピュータ管理業務者派遣の充実

指導室

　コンピュータの保守、点検、整備、コンピュータ操作、活用に係る助言・相談を行うコ
ンピュータ管理業務者を現在の１名から増員し、各学校に必要に応じて派遣する。

　コンピュータ管理業務者の業務内容を学校に周知するとともに、学校のニーズに合わせ
た素早い対応を実現する。

　各校の要請に応じてコンピューターの保守、点検等、早期対応・早期解決に向けた支援
に取り組んだ。

事業番号 31 優先 C 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

情報教育アドバイ
ザーの拡充の検討

検討 検討 検討 検討 検討
全小・中学校へ情報
教育アドバイザーを
１週間に１日派遣

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　情報教育アドバイザーを活用し、全校のＩＣＴ機器を活用した教育等の普及、促進を図
る。

情報教育アドバイザー派遣の充実

指導室

　学校に配置されたコンピュータ機器、地上デジタルテレビを活用した授業をサポートす
る情報教育アドバイザーを拡充して配置し、授業のサポートや情報機器のメンテナンスを
行える体制をつくる。

　情報教育アドバイザーの業務内容を学校に周知するとともに、学校のニーズに合わせた
素早い対応を実現する。

　各校の要請に応じて情報教育アドバイザーを派遣し、授業サポートや情報機器のメンテ
ナンスを行った。
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事業番号 34 優先 C 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

全小・中学校の派遣
の拡充の検討

検討 検討 検討 検討 試行
全小・中学校の派遣
の充実

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　スクールカウンセラーとスクールソーシャルワーカーの連携・協力体制を強化し、いじ
め、不登校、問題行動等の早期発見・早期対応を図る。

スクールカウンセラー派遣の充実

指導室

　いじめ、不登校等の問題を早期発見・早期対応するために、子供たちが困っていること
を気軽に相談できるように全小中学校にスクールカウンセラーを派遣する。

　小金井市スクールカウンセラー連絡会の開催と小金井市統括スクールカウンセラーを活
用し、相談対応等についての研修や情報交換を行い、各校での相談対応の充実を図る。

　年３回の小金井市スクールカウンセラー連絡会を開催した。
　小金井市統括スクールカウンセラーを活用し、複雑化、多様化した相談を抱えるスクー
ルカウンセラーに助言を行い、相談対応の充実を図った。

事業番号 33 優先 C 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

校内コンピュータ環
境の整備、ネット
ワークの検討

検討 検討 検討 検討 検討
教育委員会等との
ネットワークの試行

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） B A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　学校、教育委員会等のパソコンによるネットワーク化が進んでいないので、担当課が連
携しその実現に向けた研究に取り組む。

教育用コンテンツ管理システムの構築

庶務課・学務課・指導室

　教員一人に１台校務用パソコンを配置し、校内ＬＡＮ敷設により業務の効率化を図り校
務を軽減する。さらに各学校間、市立図書館、教育委員会ともネットワークを結んでい
く。

　校務用パソコンの活用について検討するとともに、学校図書館システムを活用する。

　各校で成績処理や教育課程の管理にあたり、校務用パソコンを活用し、校務改善を推進
した。
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事業番号 36 優先 Ａ 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

梅の実学級、６組の
教室に冷暖房設備の
設置の試行

充実 充実 充実 充実 充実
梅の実学級、さくら
学級の各教室に設置

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） S A A S S

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　今後、新たな特別支援学級の開設や学級数の増があった場合は、設置について検討する
こととする。

特別支援学級の冷暖房設備の整備

庶務課・学務課

　特別支援学級には、体温調節が苦手な児童・生徒が在籍することから、子どもたちが集
中して学習できるように、冷暖房設備の設置を進める。

　平成25年度に全ての学級に設置が完了した。平成27年度については整備が必要な学級は
ないため目標を設定しない。

　25年度当初から、新設の特別支援学級に冷暖房を設置した。

事業番号 35 優先 A 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

試行 試行 試行 試行 試行 試行
学校の要請に応じたス
クールソーシャルワー
カーの派遣の充実

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　教員、保護者、市民に対して、スクールソーシャルワーカーの職務や具体的な支援等に
ついて理解を促進し、スクールソーシャルワーカーの一層の活用を図る。

スクールソーシャルワーカーの派遣

指導室

　不登校や虐待、問題行動傾向のある児童・生徒への指導充実を図るために、専門的な資
格をもつスクールソーシャルワーカーを派遣し、家庭や関係機関との連絡調整を図る。

　小・中学校にスクールソーシャルワーカーを派遣し、福祉の観点から児童・生徒及び家
庭に対する支援を行う。

　スクールソーシャルワーカーを１名増員し、４名体制で支援に当たった。家庭環境に起
因した課題を抱える児童・生徒に対する支援や学校の教育相談組織の中で必要に応じて支
援に取り組んだ。



31 

 

 

 

 

 

事業番号 38 優先 A 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

設置校での取組成果
の周知と設置の試行

充実 充実 充実 充実 充実 設置の充実

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A C C C C

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　太陽光発電や風力発電の整備については、各学校の実情に応じ、計画的に行っていく必
要がある。

太陽光発電や風力発電の推進

庶務課

　学校へ太陽光発電や風力発電の導入をすることで、温室効果ガス排出量の削減を図ると
ともに、環境問題や環境保全の学習に活用する。

　市立小中学校に太陽光発電や風力発電を導入する。

　目標達成はできなかったが、今後に向けて引き続き検討を行った。

事業番号 37 優先 A 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

校庭芝生化の試行 充実 充実 充実 充実 充実 校庭芝生化の充実

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A C A C

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　１４校中６校の芝生化が完了している。将来的な全校実施に向けて推進していくととも
に、学校の意向、財政状況等を考慮した事業の見直しも行っていく。また、芝生化が完了
した学校への維持管理方法の指導などのサポートを行っていく。

庶務課

　目標達成はできなかったが、今後に向けて引き続き検討を行った。

校庭の芝生化の推進

　校庭の芝生化等による緑化を行い、ゆとりと潤いのある教育環境をつくることに加え、
環境保全の意識の向上を図る。

　校庭の芝生化を推進していく。
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点検及び評価表（生涯学習） 

 

１ 概要 

 

生涯学習では、小金井市教育委員会の基本方針及び第２次小金井市生涯学

習推進計画に基づいた平成２７年度教育施策を推進するための様々な事業

を展開し、点検及び評価に当たっては、２４事業を評価対象とした。 

平成２７年度については、全２４事業中２２事業について A 評価以上「達

成している」「概ね達成している」と評価した。 

事業全体の９割以上が A 評価以上となったことは、生涯学習における事業

が大きな問題なく推進できているものと評価する。 

具体的に前年度の評価結果と比較すると、「放課後子ども教室」が A 評価

から S 評価となった。これは実施校の増とそれに伴い参加人数が増となった

ため「達成している」とした。また、「少年自然の家維持管理事業」は A 評

価から B 評価となった。これは利用者数の減少など、当該年度目標が達成で

きなかったため B 評価「ある程度達成している」とした。 

第２次明日の小金井教育プランで継続される事業は、A 評価の事業は S 評

価に、B 評価の事業はまずは A 評価にすべく、担当課が中心となり小・中学

校、関係部局、関係諸機関と連携し、事業目標の達成に向けて課題の解決を

図っていくこととする。 

 

２ 評価結果総括 

 

 

事業数 S A B C D
⑴　生涯学習の推進 5 1 4
⑵　青少年教育の推進 3 1 1 1

⑶　スポーツ・レクリエーション
　　活動の推進

3 3

⑷　文化財の保存と啓発活動 4 3 1
⑸　公民館の充実 3 3
⑹　図書館の充実 2 2
⑺　社会教育施設の整備 4 4

合　　　計 24 2 20 2 0 0
8.33% 83.33% 8.33% 0.00% 0.00%内　訳（％）
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３ 評価表 

 

 

 

 

事業番号 40 優先 - 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

科学の祭典の実施 継続 継続 継続 継続 継続 科学の祭典の実施

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A S S S

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　今後も引き続き無事故で開催できるよう万全の対策を図る。中学生ボランティアについ
ては、参加する子どもたちの他に、日頃接することの少ないブース担当の大人やボラン
ティア高校生と接する機会を持つことができ、ボランティア後には達成感や充実感を得る
ことができたとの感想も多くあった。来場者数は増加したが、今後はボランティア数の増
加を目指す。

青少年のための科学の祭典

生涯学習課

　教育・研究機関及び各種企業・団体等との連携により、実験やものづくりブースなど、
青少年に科学の楽しさ・不思議さを体験してもらうイベントを開催する。中学生のボラン
ティアも募り、社会体験の場を与えている。

　来場者数8,000人、中学生ボランティア100人

　来場者数10,755人、中学生ボランティア53人

事業番号 39 優先 - 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

出前講座の実施 継続 継続 継続 継続 継続 出前講座の実施

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） - A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　市民のニーズに的確に対応するため、新規事業等、新たに講座として追加できるものが
ないか毎年確認等を行っている。今後もアンケート等を参考に柔軟な対応をし、継続して
実施する。

生涯学習課

　実施回数39回、聴講者数932人

まなびあい出前講座

　市民・団体が主催する学習会に、市役所・警察署・消防署や各種団体・企業の職員が出
向き、担当事業などについての講演・講座を実施することにより、市民の生涯学習活動を
支援する。

　実施回数55回、聴講者数1,000人
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事業番号 41 優先 - 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

中近東歴史文化講座
の実施

継続 継続 継続 継続 継続
中近東歴史文化講座
実施について検討中

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） B A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　平成25年度から中近東文化センターでは、博物館と図書館の一般公開が終了した。
　事業内容は、普段公開していない施設を市民の方に公開し、観覧する機会を提供すると
ともに、中近東の歴史について、専門家による講座を３回実施した。平成２８年度につい
ては、実施内容等を含め検討中。

中近東歴史文化講座

生涯学習課

　中近東文化センターと連携し、市民を対象とした中近東に関する歴史、文化及び美術等
を主題とした講座を開催する。

　延べ参加者150人

　延べ参加者は98人で、平成26年度から22人増。受講者へのアンケートでも満足度が高
かった。

事業番号 42 優先 - 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

ボランティアの向上
に関する三市・学芸
大連携講座

継続 継続 継続 継続 継続
ボランティアの向上
に関する三市・学芸
大連携講座の開催

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） - B B B A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　事業の認知度が高まったためか、受講者数が大幅に増えた。今後も引き続き３市・学芸
大と協議し、ボランティアの課題解決に必要なテーマで講演を行っていく。

ボランティアセミナー

生涯学習課

　小平市、国分寺市、小金井市、東京学芸大学と連携し、コーディネーターや学習アドバ
イザーなどのボランティアを養成する講座を開催する。

　受講者数160人

　延べ受講者数191人
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事業番号 43 優先 - 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

団塊の世代のための
地域参加講座の実施

継続 継続 継続 継続 継続
シニア世代のための
地域参加講座の実施

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） - A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　受講者の追跡調査等を行い、地域活動への参加状況を把握するとともに、講座内容の更
なる充実を目指す。

団塊の世代のための地域参加講座

生涯学習課

　定年対象を迎える方等を対象に、市の歴史、地域活動や暮らし方などを紹介する講座を
開催する平成26年度から「シニア世代のための地域参加講座」と名称を変更した。

　講座参加者数200人

　延べ受講者数は91人で、平成26年度から19人増。受講者のアンケートには、今後に活か
したいとの内容が複数あった。

事業番号 44 優先 - 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

家庭教育学級開設 継続 継続 継続 継続 継続 家庭教育学級開設

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） - A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　今後も事業目的の理解の徹底を図りつつ、実施を継続する。

家庭教育学級

生涯学習課

　家庭教育の諸問題、家族関係、子どもの健康や遊び、文化等をテーマとした講座・講
演・イベント等を各校年１回企画・実施する。

　実施回数14講座、参加者数2,800人

　実施回数14講座、参加者数2,411人
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事業番号 45 優先 - 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

放課後子ども教室の
実施

継続 継続 充実 継続 継続
放課後子ども教室の
実施

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A S

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　平成25年度から、各小学校区に1人ずつコーディネーターを配置することができ、学
校・地域・行政の連携、校区間の調整を密にすることができた。今後も、ボランティアの
確保等の課題に取り組み、より円滑な運営を目指す。

放課後子ども教室

生涯学習課

　放課後や週末等に学校施設等を活用し、地域の方々の参画を得て、読書教室や工作教
室、校庭遊び等を実施する。

　参加人数26,000人、実施回数550回

　参加人数30,407人、実施回数751回。平成26年度、本事業に含まれていたプレーパーク
が別事業に移り、その分を除いた参加人数は256人増。更に、2校で新しい教室が実施され
た。

事業番号 46 優先 - 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

少年自然の家維持管
理

継続 継続 継続 継続 継続
少年自然の家維持管
理

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A B

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　自動火災報知設備・非常警報設備等の工事を行い、また、夏季の熱中症等の対策とし
て、保健室等へのエアコンの設置を行った。今後も計画的な施設の改修等を行い、安全な
運営と更なる利用促進を図る。更に、利用者が減少しているため、利用者の増加に向けた
検討が必要となる。

少年自然の家維持管理事業

生涯学習課

　少年自然の家（清里山荘）を、自然の中で気軽に利用でき親しみのもてる施設、安全で
利用しやすい施設とすることを基本として、指定管理者制度を導入し効率的・経済的に管
理運営する。

　利用者数10,000人

　利用者数8,310人
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事業番号 48 優先 - 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

体育協会・総合型地
域スポーツクラブ補
助

継続 継続 継続 継続 継続
体育協会・総合型地
域スポーツクラブ補
助

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　各団体の役割に応じた事業実施、補助金額の妥当性について、定期的に確認・見直しを
図りながら団体の活動に対し補助をしていく。

体育協会・総合型地域スポーツクラブ補助事業

生涯学習課

　スポーツ行政に深く関わりのある体育協会と総合型地域スポーツクラブに対して、補助
金交付要綱に基づき補助金を交付する。スポーツ団体への運営経費を補助することによ
り、スポーツの振興を図る。

　婦人子供スポーツ大会参加者数1,400人、各種共催大会参加者数8,100人
　卓球教室参加者数1,800人、ティ－ボール大会参加者数300人

　婦人子供スポーツ大会参加者数1,484人、各種共催大会参加者数8,008人
　卓球教室参加者数1,820人、ティ－ボール大会参加者数308人

事業番号 47 優先 - 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

市民体育祭の実施 継続 継続 継続 継続 継続 市民体育祭の実施

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A B B A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　参加者数が減少傾向にある。近隣市や市内大学等との連携を図り、会場の確保に努め
る。

市民体育祭

生涯学習課

　市民がスポーツ・レクリエーションに親しむ機会をつくり、スポーツを通じた健康の維
持増進を図る。水泳、野球、テニス、卓球、弓道、ラジオ体操等、全２９種目の大会を実
施する。

　延べ参加者数7,817人（平成26年度実績）

　延べ参加者数7,429人
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事業番号 50 優先 - 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

文化財センター維持
管理

継続 継続 継続 継続 継続
文化財センター維持
管理

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） - A A B B

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　入館者数は前年度より増加したが目標値に達していない。若年層に郷土の歴史を身近に
感じてもらうため、収蔵品の分かりやすい解説書作りに努める。
　旧浴恩館（木造）及び施設内の文化財等を守るため、防犯・防火対策を強化する必要が
ある。

文化財センター維持管理事業

生涯学習課

　市指定史跡である旧浴恩館を保存公開するとともに、同建物を文化財センターとして活
用し、郷土の歴史、民俗等に関する資料、保管、展示を行う。

　入館者数4,200人

　入館者数3,846人

事業番号 49 優先 - 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

スポーツ推進委員事
業の実施

継続 継続 継続 継続 継続
スポーツ推進委員事
業の実施

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A B A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　平成２７年度はニュースポーツ出前教室の実施し、８回のうち３回は特別支援学級の児
童に対して実施した。研修会参加率の増を引き続き目指し、障がい者への指導資格につい
ても全員取得を目指す。また、自事業のマニュアル化と推進委員の指導力アップ、資質の
均一化を図る。

スポーツ推進委員事業

生涯学習課

　スポーツ推進委員を委嘱、育成し、スポーツの推進に係る体制の整備を図る。スポーツ
の推進のための事業実施に係る連絡調整を行うとともに、市民に対するスポーツの実技指
導、その他スポーツに関する指導及び助言を行えるよう育成を行う。

　障がい者スポーツ指導員（初級）資格取得10人（40％）
　研修会等への参加人数延べ100人

　障がい者スポーツ指導員（初級）資格取得2人
　研修会等への参加16回（延べ151人）
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事業番号 52 優先 - 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

古文書講座の実施 継続 継続 継続 継続 継続 古文書講座の実施

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） - A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　古文書に興味のある方へ基礎知識の習得を支援するとともに、今後も継続して実施して
いく。受講後、古文書に興味をもった方が自主活動グループへ参加する方がいるので、新
たな人材確保につなげ市史編さん等に協力していただく人材として育成する。

古文書講座

生涯学習課

　古文書の専門家に講師を依頼し、小金井市文化財センターにおいて年3回講座を実施す
る。

　実施回数3回、受講者60人

　実施回数3回、受講者71人

事業番号 51 優先 - 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

市史編さん活動の実
施

充実 充実 実施 充実 実施
市史編さん活動の実
施

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） B B A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　市史の発行は28年度に資料編近世、29年度に資料編考古、30年度に通史編を発行予定。
　各部会長のもと、調査員が編さん資料の調査研究を進めていく。
　市民協働の立場から市民協力員に資料の収集・調査活動への協力をしていただく。

市史編さん活動

生涯学習課

　小金井市の歴史を学術的に振り返り、今後の市政の発展や、市民の郷土意識の向上のた
め、小金井市史資料編4冊及び通史編１冊を刊行する。

　市史資料編現代、市史編纂資料第55編の発行

　市史資料編現代、市史編纂資料第55編の発行
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事業番号 54 優先 - 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

市民生活に必要な日本語

の日常会話の学習や各種

イベントなどを通じた外

国籍市民との交流活動

継続 継続 継続 継続 継続 継続

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　引き続き、外国人に対して市民生活に必要な日本語の日常会話の学習支援や各種イベン
トを行い、公民館を活用した外国籍市民との国際交流事業として前年度実績程度を目標に
継続する。

青年国際交流講座「生活日本語教室」

公民館

　日本語の日常会話に不自由している市内在住及び近隣の外国人に対して、ボランティア
スタッフが、毎週土曜日の午前中、市民生活に必要な日常会話の学習を支援するほか、各
種イベントを開催し、外国籍市民との交流活動を推進する。

　参加者の日本語の日常会話の技術向上及び参加者同士及びスタッフとの交流並びにイベ
ント開催による参加者の日本文化への理解促進。
年間４５回、延参加人数１，１７６人、延ボランティアスタッフ８９５人

　日本語学習をはじめ、生活日本語教室発表会、七夕、野外研修、新年会、日本文化体験
等のイベントを開催した。
年間４５回、延参加人数８８５人、延ボランティアスタッフ９４７人

事業番号 53 優先 - 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

名勝小金井（サク
ラ）復活プロジェク
トの実施

継続 継続 継続 継続 継続
名勝小金井（サク
ラ）復活プロジェク
トの実施

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　桜並木の整備については、計画的に補植を進めていく。市境周辺の桜並木は近隣市との
調整が必要である。緑道の整備については、近隣住民への説明の上、工事を進めていく。

名勝小金井（サクラ）復活プロジェクト

生涯学習課

　「玉川上水・小金井桜整備活用計画」（平成22年3月策定）に基づき、関係機関・市民
と協働で史跡玉川上水及び名勝小金井（サクラ）のよりよい整備活用を図る。

　市民協働でヤマザクラを補植するとともに、歩道橋を人道橋に架け替える。小金井（サ
クラ）整備区間における桜並木復活事業の検証にあたり、より多くの近隣住民の意見を聞
くためアンケートを実施する。

　14本のヤマザクラを補植した。人道橋を設置し、橋名を公募により平右衛門橋に決定し
た。桜並木復活事業の検証にあたり、より多くの近隣住民の意見を聞くためアンケートを
実施した。近隣600戸に調査、252戸（42％）の回答を得た。
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事業番号 56 優先 - 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

市民による様々な地域課
題についての講座開設に
対しての支援

継続 継続 継続 継続 継続 継続

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　応募者の希望により講座数の増減があったり、参加者の増減があったりするが、説明会
の回数を夜間、休日等を含め複数回実施する等きめ細かい支援を行うことで、講座数や参
加者数の増加につなげていく。同時に、自主グループ化や目的に沿った講座となるよう学
習活動を支援していく。

市民がつくる自主講座

公民館

　公共性のある地域課題、生活課題について市民自身が講座を企画運営することの重要性
が増している。市民自身の手による学習活動を支援し、地域の生涯学習活動の活性化に寄
与する。

　応募者を増やし、市民による幅広い内容の講座を実施できるよう支援するため、説明会を実施する
（１回）。市民の自主的な学習意欲を喚起・保障し学習範囲を広げるとともに、講座終了後の自主グ
ループ化を支援する。１０講座、男女共同参画部門７講座、計１７講座。延参加者数１，０４５人

　講座数、延参加者数が減ったが、説明会を実施したことで、地域課題を含め、市民の希望による多種
多様な講座が実施できた。講座終了後、受講者が集まり自主グループ化した講座があった（１講座１団
体）。７講座、男女共同参画部門５講座、計１２講座。延参加者数８６７人。

事業番号 55 優先 - 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

市民個々人のパソコン操

作に関するスキルアップ

やパソコンに関する具体

的な問題の解決

継続 継続 継続 継続 継続 継続

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） B B A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　数値的な指標の設定が難しい面があるが、理想の目標としては、相談により問題が解決
することで市民のＩＴに対するスキルアップが図られ、相談者数が減ることである。ＩＴ
化が進む中、パソコンを使いこなせる市民も多くなっている。一方で、情報機器が日進月
歩で進歩しており、ＩＴの活用に不慣れな市民の相談も多いことから相談室を継続する。

ＩＴサポート事業「こがねいパソコン相談室」

公民館

　ＩＴボランティアの協力により、各公民館で毎週水曜・日曜日の午後１時から３時ま
で、予約なしで無料のパソコン相談を開催

　市民のデジタルディバイド（情報格差）の解消を図るため、個々人のパソコン操作に伴
うスキルアップやパソコンに関する具体的な問題について解決する。
年間相談回数５１６回、延相談者数１，２４５人

　相談者が２割程度減ったが、多くの市民の相談に応じることができ、パソコン操作のス
キルアップ、パソコンに関する具体的な問題の解決が図られた。
　年間相談回数５４６回、延相談者数１，００２人
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事業番号 58 優先 - 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

実施 継続 継続 継続 継続 継続 継続

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） - A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　第3次小金井市子ども読書活動推進計画に沿って展開していく。また、広く啓発活動を
行い、参加人数を増やすよう努める。

図書館児童サービス事業

図書館

　児童に対する読書活動の推進を図るため、「おはなし会」等を実施する。

　おはなし会　延べ参加者数　約1,500人
（26年度は開催回数109回、延べ参加者数1,466人）

　おはなし会：開催回数　109回、延べ参加者数　1,757人
　子どもと読書に関する講座：開催回数　5回、延べ参加者数　82人

事業番号 57 優先 - 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

実施 継続 継続 継続 継続 継続 継続

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　講習会等を開催し、ボランティアの育成に努める。また、広報等でより多くの方に周知
を行い、図書館利用を増やすように努める。

ハンディキャップサービス事業

図書館

　小金井市立図書館処務規定第４条及び小金井市立図書館ハンディキャップサービス実施
要綱により、視覚障がいをお持ちの方等を対象とした図書を作成し、読書の機会の拡充を
図る。

　デイジー図書作成:　3ﾀｲﾄﾙ　点字図書作成: 　3ﾀｲﾄﾙ　録音図書作成:　3ﾀｲﾄﾙ
　貸出：録音テープ　15タイトル、デイジー図書　15タイトル

　デイジー図書作成：4ﾀｲﾄﾙ  点字図書作成：3ﾀｲﾄﾙ  録音図書作成:　0ﾀｲﾄﾙ
　貸出：録音テープ　12ﾀｲﾄﾙ、デイジー図書　77ﾀｲﾄﾙ
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事業番号 60 優先 - 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

スポーツ開放・学校
開放事業の実施

継続 継続 継続 継続 継続
スポーツ開放・学校
開放事業の実施

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　市内各学校においても地域住民のために夜間や休日の貸し出しを行っている。引き続
き、学校との連携を図りつつ、施設の有効利用をしていきたい。

スポーツ開放・学校開放事業

生涯学習課

　市内小中学校の体育施設や総合体育館及び栗山公園健康運動センターのプールを地域開
放する。体育施設を地域開放することで、市民のスポーツ活動の場を確保し、より多くの
市民にスポーツの機会を提供する。

　スポーツ開放校参加者数3,400人、土曜スポーツクラブ参加者数450人、一中クラブハウ
ス11,100人、南中テニスコート70人、プール無料開放2,000人

　スポーツ開放校参加者数3,275人、土曜スポーツクラブ参加者数625人、一中クラブハウ
ス10,250人、南中テニスコート90人、プール無料開放2,584人

事業番号 59 優先 - 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

総合体育館維持管理
事業の実施

継続 継続 継続 継続 継続
総合体育館維持管理
事業の実施

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） A A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　引き続き大規模改修工事を順次整備を進めていく。

総合体育館維持管理事業

生涯学習課

　総合体育館を、市民のスポーツ・レクリエーション活動の場として供すため、指定管理
者制度を導入し、効率的・経済的に管理運営する。個人・団体ともに利用しやすく、安全
を確保するため、施設及び設備整備の充実を図る。

　総合体育館利用者数310,000人

　総合体育館利用者数313,851人
　空調設備（冷温水発生機）改修工事を行った。
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事業番号 62 優先 - 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

公民館施設の維持管
理に必要な各種業務
の実施を行う。

継続 継続 継続 継続 継続 継続

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check） S A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　公共施設の維持管理に必要な保守点検及び必要な整備は、その時々の状況による判断
で、整備することは維持管理の大前提という考えのもと、先を見据えた施設の長寿命化を
踏まえた維持管理計画は必要であると考える。引き続き施設の改修計画策定に向けた取組
みが必要である。

公民館

　施設内の生活環境に配慮し、緑分館照明器具改修工事を実施した。その他施設の維持管
理のため必要に応じて保守点検や修繕を行った。優先度を見ながら故障箇所の修繕に取り
組んだが、中期的な大規模改修計画策定に至らなかった。

公民館維持管理事業

　施設の整備を図り、利用者への利便に供する。

　公民館本館は昭和43年建設の福祉会館内の施設であり、全体的に老朽化した施設であ
る。公民館５館の安全、安心、快適な施設環境を市民に提供するために、計画的に故障箇
所を修繕し、整備を図る。

事業番号 61 優先 - 担当

事業
内容

27年度
目標

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

計画
（Plan）

実施 継続 継続 継続 継続 継続 継続

27年度
事業成果
（Do）

評価
（Check）

A A A A A

進捗状況と
今後の展開
（Action）

　昭和５０年開館の図書館本館は老朽化が進んでおり、順次、修繕している状況である。
今後は利用者等の安全を確保する為、緊急性のある箇所から順次改修工事を行う。

図書館維持管理業務

図書館

　適切な施設の維持管理を図り、利用者に安全で快適な読書環境を提供する。

　利用者に安全で快適な読書環境を提供するため、早急に修繕が必要な個所から修繕す
る。

【平成２７年度に行った主な施設修繕等】
別館昇降機修繕、地下１階空調機切替弁交換修繕、屋外出入口ドア修繕
３階男子トイレ器具交換修繕
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平成２８年度 点検・評価に関する有識者の意見 

 

小金井市教育委員会は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６

条第２項及び小金井市教育委員会の事務の管理及び執行の状況についての

点検及び評価の実施に関する要綱に基づき、平成２８年度（平成２７年度評

価分）における小金井市教育委員会の点検及び評価を実施するに当たり、有

識者から御意見をいただきました。 

 

 釼持 勉 委員（帝京科学大学教授） 

教育施策にある人権教育の推進状況を見極めて、児童･生徒の人権感覚、言語

感覚をどのように身に付けているか、また、教師の人権感覚をどう高めているか

を具体的に事業に生かす必要が今後さらに必要となる。  

  対象事業の評価項目として以下の展開を今後構築することが重要である。  

1 授業力向上研修会等の教師の資質向上については、行政が主体的にかかわる

展開と各校が独自性を発揮して取り組むこととの積み上げが重要であり、授業力

を含めて、基礎･基本の徹底による資質向上を念頭に置いた事業展開が求められ

る。 

2  家庭教育の啓発、子供の学習に関する実態把握等に関しては、中学校に上る

までのいわゆる準備教育、補習授業など積極的にかかわるとともに、学習規律型、

基本提示型、学校独自型のスタンダードの取り入れ方を工夫することも「学び方、

見方」を身に付けることにつながる。  

3  読書活動の推進、国語科では並行読書が通例となっている現在、学級で同一

の書籍で学ぶ機会や著作者の児童数分などの確保を円滑にして、授業に支障がな

い環境整備をする必要がある。  

4  ICT教育の推進、ICT教育の推進も大切であるが、例えば言語活動を最大限生

かした授業の基に「主体的･対話的で深い学び」のアクティブラーニングが成立

することの理念を十分理解した上で推進していく必要がある。ICT教育の推進も

同様に最後は基礎学力がなければ習得できない状況となる。不易と流行のバラン

ス感覚を意識した事業展開を期待する。  

5  生涯学習に関しては、今後の展望について「前年度実績程度」などの用語の

使用で停滞している方向性が示されてしまうので、次への展望を明確にすべきで

ある。また、事業のなかで格差社会に対応するため子供の居場所としての「放課

後教室」の実績を「子ども食堂」のような対応を含めた居場所作りも視野に入れ

る必要がある。 

 

 腰越 滋 委員（東京学芸大学准教授） 

まず第一に、平成 27 年度の｢学校教育｣の項目について言及する。全 38 事業中

の 9 割弱の 34 事業に関して、S 評価(｢達成している｣)もしくはＡ評価(｢概ね達成

している｣)になっている点は評価できる。この達成率は、平成 25 年度や 26 年度

と同様、極めて高水準にあると言えよう(12 頁)。 

前年度との比較で具体的に述べれば、まず A から S に上向いた２項目のうち

の「近隣大学等の連携」に目がとまった。というのは、連携近隣大学として東京
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学芸大学が名指しされているからである。ただ、事業成果(Do)欄（22 頁）に記

されているように、現状での学芸大学との連携の場合、理科教育が参画している

程度に留まっているように見受けられる。これを何とか拡充し、例えば他の教科

教育との連携などにも拡充できないだろうか。学校現場も大学も極めて多忙な状

況にある中、拡充は容易ならざることではあるが、同じＳ評価でも、単なる達成

を意味する段階から、より充実した段階のＳ評価、即ち連携の拡充・深化が達成

されることに繋がっていくものと思料する。  

教科教育ではないが、連携の深化に関連して、学芸大学・学校教育教室が全学

に向けて開設している「教職入門」という講義について言及する。本講義では、

小金井・国分寺・小平・三鷹の 4 市の教育委員会や小・中学校にお願いし、小中

学校教諭の先生方に実地指導講師としておいで頂き、４週にわたってご指導を仰

ぎ、さらに別の１日を割いて学校参観させて頂いている。教育実習前のレディネ

ス作りに位置付く本講義は、現行の学芸大学の教員養成カリキュラムには不可欠

で、その意義は大きい。因みに小金井市の場合、校長会の方針で完全オムニバス

の形態となっており、１つのクラスに毎回違う学校の先生方がおいで下さり、参

観の学校もご来臨の講師の先生方の学校以外の小中学校というケースも起こり

えている。大学としては、年度毎に担当校を決めて頂き、1 つのクラスには１校

から 4 名の先生方に来て頂いた上でご講話頂き、その先生方の学校に参観させて

頂く形が最も有り難い。そこで教育委員会にご尽力頂き、現状の小金井方式の見

直しをお願いできないだろうか。というのは、その営みは大学と市教委が文字通

り連携している証左を示すことになるばかりか、将来の有為な教育者養成にも裨

益すると思われるからである。 

 続いて、昨年度も指摘したが、｢太陽光発電や風力発電の推進｣については、平

成 24 年度以降、導入不十分な状況に留まっており、Ｃ評価が続いている。事業

の優先度がＡであることを勘案すると、導入拡大に向けてのアクションが希求さ

れ続けているはずであるが、現状としては｢設備を導入できなかった｣(12 頁)旨の

説明が続いている。この壁を突破すべく、昨年度は試験導入で省エネに資する科

学的根拠データ採取を提案した。ただ、一から十まで市教委が請け負うのではな

く、データ採取などに関しては、近隣大学の理系の研究チームなどに協力要請し

てみるという方法はないであろうか。大学理系の研究チームであれば、外部獲得

研究資金などで根拠データを既設の設備から既に採取済みかも知れない。そのよ

うな先行データを借りて、太陽光や風力を取り入れた発電施設の設置へ向けての

予算措置要求へと結びつけていくこと等の手の込んだ戦略が、求められるのでは

ないか。 

 さらに、｢学校教育｣の項目全般について付言しよう。平成 25 年度・平成 26

年度と、教員の授業力向上に向けての取り組みについての善処・前進が見えにく

かった点を、指摘してきた(事業番号では 11～15 くらいが該当)。ところが、平

成 27 年度報告書では、例えば事業番号 11｢授業力向上研修会｣の Do 欄に、若手

教員研修会の実施回数(1回)、特別研究会の実施回数(3回)などが明記されており、

具体の動きが出てきていることが窺われる。昨年度に評者が指摘した、「プラン

遂行を継続する中での節目たるマイルストーン(里程標)を、事業成果(Do)欄によ
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り具体的に示すことによって、目的に向かって善処前進していることが、明確に

提示していけるように思う」の部分に対応したかのような記述が見られ、善処の

跡が感じられ、好感がもてた。 

第二に、｢生涯学習｣の項目について言及する。平成 26 年度と同様、平成 27

年度も全 24 事業中 22 事業がＡ評価以上であり、8 割以上Ａ評価が堅持されてい

る。一部｢少年自然の家維持管理事業｣などは評価を下げてはいるものの、｢生涯

学習｣事業全般に関しては事業が縮小しているわけではなく、例年通りの総合的

事業展開と言えるのではなかろうか。  

実は昨年度の報告書において、｢(事業番号 42.)ボランティアセミナー｣で、セ

ミナー受講後の活動場所確保の困難性が窺われる記述がある点を指摘した。だ

が、今期(平成 27 年度報告)は評価もＢからＡに上向き、事業の認知度が高まっ

た旨が記述されており、東京学芸大学が多少なりとも社会貢献していることが分

かり、喜ばしく思う。 

東京学芸大学では、平成 27 年度から教育支援系が新設されており、教育支援

人材養成に、より注力していくべきだとする流れが出来つつある。そこで｢ボラ

ンティアセミナー｣事業に、より積極的に教育支援人材養成の視点を盛り込んで

みるという戦略はあるだろう。現状において、その視点は、既に埋め込まれてい

るのかもしれないが、より明確に記すことで、学校を支援する人材のネットワー

クを、市教委が中心となって広げていくことが可能になるだろう。  

 最後に第三として、報告書のフォーマットについて言及する。PDCA サイクル

に則った評価方法は簡潔で見やすくはある。だが、形式化の陥穽を疑ってみる必

要はあるのではないか。先の｢平成 28 年度 教育委員会 点検・評価等会議(2016

年 7 月 22 日)｣でも指摘がなされたが、同型フォーマットに慣れ過ぎてしまうと、

｢前年度と同等なのでＡ｣という形で、評価が形式化し惰性に流れやすくなるリス

クを伴う。形式化の陥穽に陥らず進化を続けていくには、評価基準(11 頁)をも見

直すことを含め、過去と比してどれだけ刷新できたり新しいことができたりした

かをしっかり評価していく姿勢が必要であろう。  

 と同時に不易としての活動は遵守していきたい。前記は、不易流行のバランス

の上に立った上での提案であることを、予め付言しておく。  

 以上、縷々議論させて頂いた。更なる各事業の進化・発展を期待して、意

見具申を終える。 

 

 朝岡 幸彦 委員（東京農工大学教授） 

学校教育、生涯学習の両領域とも事業の９割以上が A 評価以上となっており、

担当課の自己評価も適切であると判断される。点検・評価等会議での質疑を踏ま

えて、以下の３点を意見として申し述べたい。 

（１）  新学習指導要領の開始に当たる 2020 年度をめどに、以下の事項につい

て検討していただきたい。①市教育委員会としての学校教育目標のスタン

ダード（ことに学力目標）を学校現場からの積み上げで作成すること。た

だし、スタンダードが形式的に運用されないために、すべての教職員が特

別支援教育現場のスキルを共有することで、児童・生徒の多様な問題状況
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を理解する視点を持つことが望まれる。②教員研修を充実することで、と

りわけ新任・若手及び非正規職員（任期付き、非常勤他）のスキルアップ

とフォローを系統的に行うこと。③PC 入れ替えに伴うタブレット端末の

配置を一つのモデルケースとして、速やかに持ち帰り型による「反転授業」

の可能性も検討すること。 

（２）  生涯学習領域では、以下の事項について検討していただきたい。①児

童・生徒及び成人市民のボランティア・イベント及び講座の実施・終了後

のボランティア活動のフォローを行うこと。その際、教育委員会以外の部

局におけるボランティア募集情報の提供のみならず、中教審答申を踏まえ

て学校支援本部を意識した学校ボランティア（コーディネーターを含む）

などにも取り組むことが望まれる。②「進捗状況と今後の展開(Action)」

の記述を前年度踏襲もしくは現状維持と理解されるものではなく、毎年何

らかの改善・工夫が続けられるようなものに切り替えていくこと。 

（３）  今後の点検及び評価の方法に関して、以下の事項について検討された

い。①評価領域を「教育委員会事務局」「学校教育」「生涯学習」の３領域

に分けて、各事業を進める基盤（条件）整備や教育行政マネジメントに関

わるものを組み入れること。②ソフト事業とハード事業（教育委員会事務

局）を分けて評価すること。 
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参考資料 

 

１ 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31 年法律第 162 号） 

 

（抜粋） 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）  

第二十六条   教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定

により教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第四項

の規定により事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び

執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、

これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。  

２  教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たつては、教育に関し学識

経験を有する者の知見の活用を図るものとする。 

 

２ 小金井市教育委員会の事務の管理及び執行の状況についての点検及び

評価の実施に関する要綱（平成 21 年 10 月 28 日制定） 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年

法律第１６２号）第２７条第１項の規定に基づき、小金井市教育委員会（以

下「教育委員会」という。）の権限に属する事務の管理及び執行の状況につい

ての点検及び評価（以下「点検及び評価」という。）を行い、課題や取組の方

向性を明らかにすることにより、効果的な教育行政の一層の推進を図ること

を目的とする。  

（実施方法）  

第２条 点検及び評価は、小金井市教育委員会の基本方針に基づく主要な施策

（毎年度策定）を対象とする。 

２ 点検及び評価は、前年度の施策及び事業の進ちょく状況を総括するととも

に、課題や今後の取組の方向性を示すものとし、毎年度１回実施する。  

３ 教育委員会は、前年度の施策及び事業の進ちょく状況等を取りまとめ、次

条の点検及び評価に関する有識者の意見を聴取した上で、点検及び評価を行

うものとする。  

（点検及び評価に関する有識者） 

第３条 教育委員会は、点検及び評価を行うに当たり、教育に関して学識経験

を有する者の知見の活用を図るため、点検及び評価に関する有識者（以下「有

識者」という。）を置く。  

２ 有識者の定数は、３人以内とする。  

３ 有識者は、教育に関して学識を有する者の中から、教育委員会が委嘱する。 

４ 有識者の任期は、３年とする。ただし、再任を妨げない。  

５ 有識者に欠員が生じた場合の補欠者の任期は、前任者の残任期間とする。  
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（議会報告及び公表）  

第４条 教育委員会は、点検及び評価に関する報告書を作成して小金井市議会

へ提出するとともに、公表するものとする。  

（庶務） 

第５条 点検及び評価の実施に関する庶務は、学校教育部庶務課において行う。 

付 則 

（施行期日）  

１ この要綱は、平成２０年１０月２８日から施行する。 

（経過措置）  

２ 平成２０年度に実施する点検及び評価に限り、第２条第１項中「小金井市

教育委員会の基本方針に基づく主要な施策（毎年度策定）」とあるのは、「小

金井市教育委員会の基本方針に基づく学校教育の指導目標、社会教育の目標」

とする。 

 

３ 平成２７年度教育委員会運営状況 

 

⑴ 会 議 

定例教育委員会 １２回 ・ 臨時教育委員会 １回 

  

⑵ 委 員 

委員名 任  期 備   考 

鮎川 志津子 自 ２４．１２． １ 

至 ２８．１１．３０ 

職務代理者 

平成２７年１０月１日 指定 

福元 弘和 自 ２６． ４． １ 

至 ３０． ３．３１ 

 

渡邉 恭秀 自 ２５． ７．１１ 

至 ２９． ７．１０ 

 

岡村 理栄子 自 ２６． ４． １ 

至 ３０． ３．３１ 

 

 

山本 修司 自 ２７．１０． １ 

至 ３０． ９．３０ 

教育長 

平成２７年１０月１日 任命 

 

      

⑶ 定例会・臨時会の審議事項  

会 議 名 

年 月 日 
審     議     事     項 

第  １  回 

臨 時 会 

27.4.1 

選 第 １ 号 

協 議 第 ３ 号 

 

小金井市教育委員会委員長の選挙について  

小金井市教育委員会の議席について  
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第  ４  回 

定 例 会 

27.4.14 

議案第２５号 

議案第２６号 

報 告 事 項 

 

 

 

 

 

 

 

 

代 処 第 ７ 号 

小金井市社会教育委員の委嘱について  

小金井市図書館協議会委員の委嘱について  

１ 平成２７年度教育委員会の主な事業について  

２ 平成２７年度学級編制について 

３ 寄附の収受について 

４ 小・中学校教育管理職及び教員の異動について  

５ 教育課程の届出報告及び小・中学校の年間予定に

ついて 

６ 平成２７年度研究奨励校等について 

７ その他 

８ 今後の日程 

職員の分限処分に関する代理処理について  

第  ５  回 

定 例 会 

27.5.12 

議案第２７号 

 

議案第２８号 

 

選 第 ２ 号 

報 告 事 項 

 

 

 

 

 

 

 

 

代 処 第 ８ 号 

代 処 第 ９ 号 

教育委員会事業場安全衛生委員会委員の任命につ

いて 

小金井市教育委員会事務局組織規則の一部を改正

する規則について 

小金井市奨学資金運営委員会委員の推薦について 

１ 小金井みんなの給食委員会について 

２ 平成２８年度市立中学校使用教科用図書の採

択について 

３ 小学校オーケストラ鑑賞教室について 

４ 中学校合唱鑑賞教室について 

５ ウオーキングフェスタ東京について 

６ 小金井チャレンジデー２０１５について 

７ その他 

８ 今後の日程 

職員の普通退職に関する代理処理について 

職員の分限処分に関する代理処理について 

第 ６ 回 

定 例 会 

27.5.26 

 

報 告 事 項 

 

議案第２９号 

議案第３０号 

１ その他 

２ 今後の日程 

職員の分限処分について 

職員の人事異動について 

第  ７  回 

定 例 会 

27.7.14 

 

 

議案第３１号 

 

議案第３４号 

 

報 告 事 項 

 

 

 

小金井市立図書館規則の一部を改正する規則につい

て 

小金井市公民館企画実行委員の委嘱に関し同意を求

めることについて 

１ 平成２７年第２回小金井市議会定例会について 

２ 特別支援教室の導入について  

３ 平成２８年度使用教科書の採択方針等の概要報

告 
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代処第１０号 

議案第３２号 

議案第３３号 

４ 海の移動教室について 

５ 玉川上水人道橋の橋名の決定について  

６ 小金井チャレンジデー２０１５について  

７ その他 

８ 今後の日程 

職員の分限処分に関する代理処理について  

職員の兼職について 

職員の分限処分について 

第 ８ 回 

定 例 会 

27.7.28 

議案第３５号 

 

議案第３６号 

 

議案第３７号 

 

報 告 事 項 

 

議案第３８号 

小金井市公民館条例の一部を改正する条例の制定依

頼について 

平成２８年度小金井市立中学校使用教科書採択につ

いて 

平成２８年度小金井市立小・中学校特別支援学級使用

教科用図書の採択について 

１ その他 

２ 今後の日程 

職員の人事異動について 

第 ９ 回 

定 例 会 

27.8.25 

代処第１１号 

 

議案第３９号 

 

議案第４０号 

議案第４１号 

協 議 第 ４ 号 

報 告 事 項 

 

 

 

 

 

 

議案第４２号 

小金井市立学校事案決定規程の一部を改正する規程

の代理処理について 

平成２７年度小金井市教育委員会の権限に属する事

務の管理及び執行の状況の点検及び評価について  

小金井市社会教育委員の委嘱について  

小金井市公民館運営審議会委員の委嘱について 

小金井市文化財指定の諮問について  

１ 国立大学法人東京学芸大学と小金井市との連携

協力に関する協定について 

２ 小学校第６学年の林間学校について  

３ 全国中学校水泳競技大会について  

４ スポーツ実施率調査の実施について  

５ その他 

６ 今後の日程 

職員の分限処分について 

第 ２ 回 

臨 時 会 

27.10.1 

 

協 議 第 ５ 号 

 

小金井市教育委員会教育長職務代者の指定について  

小金井市教育委員会の議席について  

第 １ ０ 回 

定 例 会 

27.10.13 

選 第 ３ 号 

議案第４３号 

報 告 事 項 

 

 

小金井市奨学資金運営委員会委員の推薦について  

小金井市図書館協議会委員の委嘱について  

１ 平成２７年第３回小金井市議会定例会について  

２ 小金井市立小学校通学路防犯カメラの設置及び

運用に関する要綱（案）について  
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議案第４４号 

報 告 事 項 

３ 国立大学法人東京学芸大学との協働研究におけ

る連携協力校の決定について 

４ 第３次小金井市子ども読書活動推進計画につい

て 

５ ２０１５「青少年のための科学の祭典」東京大会

in 小金井について 

６ その他 

７ 今後の日程 

職員の分限処分について 

８ 教育職員に係る服務事故の処分発令について 

第 １ １ 回 

定 例 会 

27.12.1 

議案第４５号 

議案第４６号 

代処第１３号 

 

協 議 第 ６ 号 

協 議 第 ７ 号 

小金井市指定文化財の指定について  

小金井市史編さん委員会編集委員の選任について  

教育委員会事業場安全衛生委員会委員の任命に関す

る代理処理について 

次期「明日の小金井教育プラン」（案）について 

第３次小金井市生涯学習推進計画（案）について  

 

 

 

 

 

 

 

 

協 議 第 ８ 号 

報 告 事 項 

 

 

 

 

 

 

代処第１４号 

代処第１５号 

教育に関する事務に係る予算に対する意見について  

１ 平成２７年第４回小金井市議会定例会について 

２ 平成２８年度新入学児童・生徒について  

３ 平成２７年度結核対策委員会の開催結果につい

て 

４ 平成２７年度小金井市立小・中学校読書感想文コ

ンクールの表彰結果について 

５ その他 

６ 今後の日程 

職員の分限処分に関する代理処理について  

職員の分限処分に関する代理処理について  

第 １ ２ 回 

定 例 会 

27.12.15 

報 告 事 項 

 

 

 

 

議案第４７号 

代処第１６号 

１ 市立小学校通学路防犯カメラの設置に関する説

明会の開催について 

２ 大学との協定について 

３ その他 

４ 今後の日程 

職員の分限処分について 

職員の分限処分に関する代理処理について  
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第 １ 回 

定 例 会 

28.1.12 

議 案 第 １ 号 

 

協 議 第 １ 号 

報 告 事 項 

 

 

代 処 第 １ 号 

小金井市教育委員会の教育目標、基本方針及び平成２

８年度教育施策について 

第２次明日の小金井教育プラン（案）について 

１ 東京学芸大学協働研究進捗状況について  

２ その他 

３ 今後の日程 

職員の分限処分に関する代理処理について  

第 ２ 回 

定 例 会 

28.2.9 

代処第１７号 

 

代処第１８号 

 

議 案 第 ２ 号 

 

報 告 事 項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代 処 第 ２ 号 

代 処 第 ３ 号 

代 処 第 ４ 号 

議 案 第 ３ 号 

 

代 処 第 ５ 号 

代 処 第 ６ 号 

代 処 第 ７ 号 

議 案 第 ４ 号 

小金井市立小金井第二中学校学校医の解嘱に係る代

理処理について 

小金井市立小金井第二中学校学校医の委嘱に係る代

理処理について 

小金井市公民館条例の一部を改正する条例の制定依

頼について 

１ 学校で発生した児童・生徒の事故状況について  

２ 小金井市立小・中学校連合作品展について 

３ 第７回中学生「東京駅伝」大会について  

４ 平成２７年度小金井教育の日について  

５ 第２８回多摩郷土誌フェアについて  

６ 第１２回野川駅伝について 

７ 第３次小金井市子ども読書活動推進計画（案）に

対するパブリックコメントの検討結果について 

８ その他 

９ 今後の日程  

職員の分限処分に関する代理処理について  

職員の分限処分に関する代理処理について  

職員の分限処分に関する代理処理について  

校長・副校長の任命（転任・新任）に係る内申につい

て 

学校教員の服務事故に係る内申の代理処理について  

学校教員の服務事故に係る内申の代理処理について  

職員の人事異動に関する代理処理について  

職員の分限処分について 

第 ３ 回 

定 例 会 

28.3.29 

議 案 第 ５ 号 

議 案 第 ６ 号 

議 案 第 ７ 号 

 

議 案 第 ８ 号 

議 案 第 ９ 号 

議案第１０号 

議案第１１号 

第２次明日の小金井教育プランの策定について 

第３次小金井市生涯学習推進計画の策定について  

第３次小金井市子ども読書活動推進計画の策定につ

いて 

学校医の委嘱について 

学校薬剤師の解嘱について 

学校薬剤師の委嘱について 

小金井市奨学資金支給条例施行規則の一部を改正す
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議案第１２号 

 

 

議案第１３号 

 

議案第１４号 

 

 

議案第１５号 

 

議案第１６号 

 

議案第１７号 

 

議案第１８号 

 

議案第１９号 

 

議案第２０号 

 

議案第２１号 

 

議案第２５号 

報 告 事 項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代 処 第 ８ 号 

代 処 第 ９ 号 

代処第１０号 

代処第１１号 

議案第２２号 

る規則について 

教育委員会に係る小金井市公の施設の指定管理者の

指定手続等に関する条例施行規則の一部を改正する

規則について 

小金井市立学校の通学区域に関する規則の一部を改

正する規則について 

小金井市義務教育就学猶予免除者等にかかる教育助

成金支給条例施行規則の一部を改正する規則につい

て 

小金井市立学校設備使用条例施行規則の一部を改正

する規則について 

小金井市立学校の管理運営に関する規則の一部を改

正する規則について 

課長補佐職の廃止に伴う教育委員会関係規則の整理

に関する規則について 

課長補佐職の廃止に伴う教育委員会関係規程の整理

に関する規程について 

小金井市教育委員会事務局組織規則の一部を改正す

る規則について 

小金井市教育委員会教育長事務決裁及び専決規程の

一部を改正する規程について 

小金井市教育機関事務決裁規程の一部を改正する規

程について 

小金井市スポーツ推進委員の委嘱について  

１ 小金井市就学援助費支給に係る認定基準の見直

しについて 

２ 平成２８年度小金井市教育委員会訪問について  

３ 図書館の蔵書点検の結果について  

４ その他 

５ 今後の日程 

６ 平成２８年度小金井市立学校長・副校長等の人事

異動について 

７ 市立中学校教員の体罰に対する処分について  

８ 市立中学校教員の不適切な指導に対する処分に

つい 

 て 

職員の分限処分に関する代理処理について  

職員の分限処分に関する代理処理について  

職員の分限処分に関する代理処理について  

職員の分限処分に関する代理処理について  

職員の分限処分について 
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議案第２３号 

議案第２４号 

議案第２６号 

職員の分限処分について 

職員の分限処分について 

職員の人事異動について 
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４ 平成２７年度 小金井市立小・中学校 学校行事・連合行事等日程表 

 

 

行事等 一小 二小 三小 四小 東小 前原小 本町小 緑小 南小 一中 二中 東中 緑中 南中
５／１８（月） ６／１０（水） ５／１３（水） ５／２０（水） ５／２５（月） ６／１（月） ５／２７（水） ６／３（水） ６／８（月）

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

５／２０（水） ６／１２（金） ５／１５（金） ５／２２（金） ５／２７（水） ６／３（水） ５／２９（金） ６／５（金） ６／１０（水）

８／２１（金） ７／１９（日） ７／２２（水） ７／２５（土） ７／２８（火） ７／３１（金） ８／３（月） ８／６（木） ８／１８（火）

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

８／２４（月） ７／２２（水） ７／２５（土） ７／２８（火） ７／３１（金） ８／３（月） ８／６（木） ８／９（日） ８／２１（金）

９／１６（水） ６／２５（木） ７／１（水） ９／１１（金） ９／１４（月）

↓ ↓ ↓ ↓ ↓

９／１８（金） ６／２７（土） ７／３（金） ９／１３（日） ９／１６（水）

９／２２（火） ９／６（日） １０／３（土） ９／１４（月） ９／１７（木）

↓ ↓ ↓ ↓ ↓

９／２４（木） ９／８（火） １０／５（月） ９／１６（水） ９／１９（土）

特別支援学級移動教室

小学校オーケストラ鑑賞教室

中学校合唱鑑賞教室

連合音楽会

連合作品展

始業式・入学式

修了式

卒業式

周年行事 １０／２３（金）

研究発表会 1/29（金） 12/4（金）

運動会 運動会 運動会 運動会 運動会 運動会 運動会 運動会 運動会 運動会 運動会 運動会 体育会 体育祭

１０／３（土） ５／２3（土） １０／３（土） １０／３（土） １０／３（土） ５／２３（土） １０／３（土） 10／3（土） 10／3（土） 6／6（土） ５／３0（土） ５／３0（土） ５／３０（土） ５／３０（土）

学習発表会 音楽会 展覧会 学習発表会 音楽会 けやき祭 学芸会 みどり展 学習発表会 ふじがね祭 音楽祭 合唱祭 文化発表会 合唱コンクール

１１／１3（金） １１／２0（金） １１／１3（金） １１／19（木） １１／２０（金） １１／6（金） １１／２０（金） １１／１3（金） １１／２0（金） １０／２４（土） １０／２０（火）

作品発表展示会

１１／１4（土） １１／２1（土） １１／１4（土） １１／２１（土） １１／２１（土） １１／7（土） １１／２１（土） １１／１4（土） １１／２1（土） １０／２１（水）

１／２２(金)～１／２６(火)　(小金井市民交流センター)

始業式・入学式４／６（月）　　 始業式４／６（月）　入学式４／７（火）　

Ｇ組　６/２３（火）～６/２５（木）　・６組　５／１３（水）～１５（金）

体育的行事

↓ ↓

修了式３／２４（木）　　

５／８（金）　（武蔵野市民文化会館）

１０／２７(火)　（小金井市民交流センター)

修学旅行（中３年）

梅の実６／１１（木）～６／１２（金）・さくら１０/７（水）～１０/８（木）・ひまわり１０/２１（水）～１０/２２（木）

文化的行事

林間学校（小６年）

海の移動教室（小５年）

山の移動教室（中２年）

↓ ↓ ↓ ↓↓

４／２７（月）　（武蔵野市民文化会館）

↓

　　　　　　　　　　　　修了式３／２５（金）　

卒業式３／２５（金） 　　　　　　　　　　　　卒業式３／１８（金）

↓ １０／22（木） １０／２７（火） １０／２１（水）

３／４（金）

３／５（土）

↓



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小金井市教育委員会の権限に属する事務の 

管理及び執行の状況の点検及び評価報告書 
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